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巻 頭 言 
 

愛媛大学工学部等技術部長 

㸦工学部長㸧 高橋 寛 
 

愛媛大学工学㒊は㸪平成 31年 4月に従来の 6学科から 1学科 9
コースに再編し㸪今年で 1期生が 4年生となりました。この新体制
では㸪「㉸スマート社会」や「第 4 次産業㠉命」がもたらす社会・
産業構㐀の大きな変化に柔㌾に対応し㸪“ものづくり”や“ことづ

くり・システム”ができる㸪柔㌾な発想㸪㧗度な専㛛的知㆑㸪実㊶

的技⾡を㌟につけた工学系人材の育成を目指しています㸬 
教育プログラムの特徴として㸪1年次には㸪工学系共㏻の基礎的

科目㸦数学㸪物理㸪化学㸪情報㸪安全学㸪工学入㛛科目など㸧や汎

用力を㌟につけるための科目㸦工学コミュニケーションなど㸧を学

びます㸬学生からは㸪この取り組みが㧗校の学びの習慣を継続する

と供に㸪大学の学びで大切な「主体的な学び」のスタートとなる仕組みであるとホ価されています㸬

1年次の教育を経たのちに㸪⮬㌟の㐺性や希望を㍈にして㸪2年次から㸪9つの教育コースから㑅択
し㸪各コースの専㛛分㔝において特徴ある授業を履修することとなります㸬これらの教育を㏻して㸪

幅広い知㆑を修得し㸪深い専㛛性を涵㣴することで㸪基盤工学産業への優れた人材㍮出を強化する

とともに㸪新工学㡿域においても活㌍できる技⾡者・研究者を育成してまいります㸬 
工学㒊等技⾡㒊は㸪機械・環境建タ系㸪㟁気㟁子・情報系㸪化学・材料系㸪実習工場㸪⮬然科学

系㸪工学共㏻の 6班体制です㸬この体制において㸪実㦂・実習などへの教育支援㸪機器〇作㸪ㄪ査・
分析などの研究支援及び㸪それら教育・研究を円滑に㐍めるための情報㏻信基盤整備や安全⾨生管

理などを含めた環境整備に従事します㸬さらに㸪オープンキャンパスや科学体㦂フェステバル等の

社会㈉献⾜事への支援を⾜うことなど㸪年㛫を㏻した幅広い活動を実施します㸬 
このたび㸪これら令和 3年度の技⾡㒊における活動状況を「愛媛大学工学㒊等技⾡㒊活動報告㞟

9RO.21」としてとりまとめましたので㸪ご報告⮴します㸬活動報告㞟へ技⾡ㄽ文を掲㍕することや
学内外において技⾡発⾲ㅮ演を⾜うことによって㸪個々の技⾡職員が業務において創意工夫するな

かで得られた知ぢやノウハウなどを共有化することができ㸪これらの取り組みが技⾡の伝承や新た

な技⾡㛤発につながっていくと信じております㸬 
工学㒊等技⾡㒊も大きな変化に柔㌾に対応する必せがあります㸬新コロナ時代において㸪新しい

取り組みに果敢にチャレンジすることが求められており㸪この活動報告㞟により活動グ㘓が学内外

へ示されることで㸪多くの方々からのご助ゝを得て㸪今後のさらなる発展につながることを期待し

ております㸬 
ぜひ㸪皆様におかれましては活動報告㞟をご一ㄞいただき㸪工学㒊等技⾡㒊へのご理ゎとともに㸪

ご指導ご㠴撻の程よろしくお㢪い⮴します㸬 



 
巻 㢌 ゝ 
 技術㒊㛗㸦工学㒊㛗㸧 㧗橋 寛 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 Vol.21(2021) 

 

学⏕ドによる出席☜ㄆの内〇 
 

機械・⎔境建タ⣔技⾡⌜ 三℩康弘 
 

1. はじめに 

今回㸪学⏕ドによる出席☜ㄆを⾜うソフト㸦以下㸪本ソフト㸧を作成した㸬ᵓ成や作成手㡰㸪実㝿に使⏝

した⤖果などを⤂介する㸬 
 

2. 構成 

本ソフトは⾲㸫㸯のような⎔境で作成した㸬  
 

⾲㸫㸯 ソフトの作成に使⏝した⎔境 
名⛠ メーカー 型式 

㠀接ゐ IC カードリーダー㸭ライター ソニー株式会♫ RC-S380 
SDK for NFC Starter Kit【ホ価⏝】 ソニー株式会♫ ICS-D010/30J 
⤫合㛤Ⓨ⎔境 Microsoft Corporation VisXal StXdio E[press 2017 
OS Microsoft Corporation WindoZs 10 Home 

 
⾲㸫㸯に♧すとおり㸪カードリーダーにはソニー株式会♫のものを⏝いた㸬SDK とはカードリーダーを動

かすためのサンプルコードや技⾡文書が収められているものであり㸪同♫の Web ページからダウンロードで

きる㸬ただし Starter Kit はホ価⏝の↓償∧であり㸪利⏝┠ⓗに制㝈があるためὀ意が必せである㸬 
⤫合㛤Ⓨ⎔境には VisXal StXdio E[press 2017 を⏝いた㸬OS は WindoZs 10 Home であるため㸪一⯡ⓗな PC

を使⏝することができる㸬 
 

図㸫㸯 学⏕ドをカードリーダーにかざすと㸪出席≧態㸪␒号㸪Ặ名が PC にグ㘓される 
 

基本ⓗな動作は図㸫㸯のようになる㸬本ソフトを PC で実⾜しておくと㸪学⏕ドをカードリーダーにかざ

すことで㸪出席≧ἣ㸪␒号㸪Ặ名を PC にグ㘓できる㸬加えて㸪あらかじめ⏝意しておいた受ㅮ⪅名⡙と✺

き合わせることで㸪⌧時Ⅼでの出Ḟ≧ἣをその場で☜ㄆすることができる㸬 
 

3. 作成手㡰 

ḟのような手㡰で本ソフトの作成を⾜った㸬㸦㸯㸧⮬㌟の⫋員ドを⏝い㸪どのように␒号・Ặ名がグ㘓され

ているかをフリーソフトを⏝いてㄪべ㸪㸦㸰㸧学⏕ドでも同ᵝの場所にグ㘓されていることを☜ㄆし㸪㸦㸱㸧

カードリーダーの使い方をㄪべ㸪㸦㸲㸧必せな㒊分から徐々にソフトの実を㐍めた㸬 
 

出席 

0123456 

ｱｲﾀタｲ ｴﾐｶ 
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3.1 ␒号・氏名のグ㘓方法のㄪ査 
学⏕ドも⫋員ドも同じデータᵓ㐀になっていると推 したため㸪まず⮬分の⫋員ドでㄪ査を⾜った㸬FeliCa

つ格のカードのデータを一ぴ⾲♧できるフリーソフトがインターネットで㓄布されていたためこれを⏝いた㸬

同ソフトにより㸪カード内のデータを 16 㐍数⾲グしたものが得られるため㸪␒号・Ặ名に┦当するデータを

この中から探し㸪ぢつけることができた㸬 
 
3.2 学⏕ドでの☜ㄆ 
上グでわかった保存方ἲをもとに実㝿の学⏕ドで☜ㄆを⾜った⤖果㸪⫋員ドと同じ方式で␒号・Ặ名が保

存されていることが☜ㄆできた㸬 
 
3.3 カードリーダーの使い方をㄪべる 
先㏙の SDK の技⾡文書や㸪インターネット上に掲㍕されているコードなどを参⪃に㸪カードリーダーの使

い方をㄪべた㸬⤖果として㸪PC/SC と呼ばれる方式でカードと㏻信することで㸪情報を取り出せることがわ

かった㸬 
 
3.4 ソフトの実を⾜う 
ここまでで㸪カードのㄞみ取りに㛵して必せな情報がそろったため実を㐍めた㸬最⤊ⓗに図㸫㸰のよう

なὶれで処⌮を⾜っている㸬 

 
図㸫㸰 処⌮のὶれ 

 

操作⏬㠃で「ㄞみ取り㛤始」を押すとㄞみ取り処⌮が定期ⓗに実⾜される㸬カードをㄞみ取れたら㸪␒号㸪

Ặ名㸪タイムスタンプなどを CSV 形式でファイルにグ㘓していく㸬同時にメモリ上にも保持しておき㸪⾲♧

や㞟ィに利⏝する㸬学⏕⏝⏬㠃には┤㏆のㄞみ取り情報を 10 ⛊㛫⾲♧し㸪⮬㌟のカードがㄞみ取れたことを

☜ㄆしてもらう㸬 
受ㅮ⪅名⡙が指♧されている場合は㸪名⡙とㄞみ取りデータとの✺合せ処⌮も⾜い一ぴ⾲♧する㸬これに

より㸪⌧時Ⅼでの出席≧ἣを容易に把握できる㸬最後にこの⤖果を受ㅮ⪅名⡙に書き出す㸬 
 

4. 本␒投入と⤖果 

もともとは 2019 年度の後期に㛤ㅮされる学㒊共㏻実㦂がターゲットであったが㸪実地テストなしにこの

大つᶍな⛉┠に投入するのはリスクが大きい㸬よって前期に㛤ㅮされていた㸪別の小つᶍな実⩦⛉┠でテス
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トさせていただいた㸬⤖果㸪問㢟なくㄞみ取りが⾜えたため本␒に投入することとした㸬 
本␒での使⏝にあたり㸪どのような手㡰でㄞみ取りを⾜うかを周▱させるため㸪初回ガイダンスの最後に

時㛫をいただき⡆単なㄝ明を⾜った㸬図㸫㸱は当時使⏝したスライドの一㒊である㸬 

図㸫㸱 ㄞみ取り手㡰のㄝ明スライドの例 

 
実㝿の㐠⏝においてはおおむね問㢟なく✌働させることができたが㸪下グのような事㇟があった㸬 
 
4.1 学⏕ドのかざし忘れ 
入口付㏆にㄞみ取りᶵ器をタ⨨していたが㸪学⏕ドをかざし忘れる学⏕がまれにぢられた㸬当時の㐠⏝で

は㸪授業㛤始時に㸪学⏕ドのㄞみ取りがない学⏕をㄞみ上げて最⤊☜ㄆを⾜っていたため㸪このようなケー

スにẼづくことができた㸬  
 
4.2 ㄞみ取り待ちの列ができる 
➨ 3 クォーターにおいてはㄞみ取りᶵ器に待ちの列ができており㸪原因が 2 Ⅼ⪃えられた㸬一つはカード

リーダーのㄞみ取り㛫㝸が㛗いこと㸪もう一つは学⏕ドをカードリーダーから㞳すタイミングがわかりづら

い㸪というⅬである㸬 
ㄞみ取り㛫㝸については㸪もとは 700 ミリ⛊ごとにカードㄞみ取りコマンドをカードリーダーに㏦ってい

たが㸪これでは応⟅性が不十分であるようだった㸬よって 300 ミリ⛊に変更した㸬この値はざっくり元の半

分⛬度にしてみただけであるため㸪より㐺した値があるかもしれない㸬 
学⏕ドを㞳すタイミングがわかりづらいことについては㸪ㄞみ取り完了㡢を㬆らすようにした㸬ソフト作

成時は完了㡢は不せだと思っていたが㸪実㝿には㸪┠で文字をㄞんで☜ㄆするのには思ったより時㛫がかか

るようであった㸬  
これらの対⟇を➨ 3 クォーターの⤊りごろに実施し㸪➨ 4 クォーターでは上グの問㢟はゎỴもしくは㍍ῶ

された㸬 
 

5. まとめ 

今回㸪学⏕ドによる出席☜ㄆソフトの作成を⾜った㸬㛤Ⓨ当初はㄪべることが多く右往左往したが㸪期日

までに㛤Ⓨを⾜うことができた㸬また㸪本␒投入により㍍微なトラブルはぢられたが㸪ㄞみ取り⮬体にㄗり

はなく㸪さらに㸪⤖果がデータで得られることから㞟ィ処⌮の┬力化につながった㸬 
本ソフトは⌧時Ⅼ㸦2022 年 2 月中旬㸧で⚾の所属するᶵ械・システム分㔝の Web ページで㓄布しており

㸦ライセンスの㒔合により学内㝈定㸧㸪本学の授業➼で利⏝いただけるようにしている㸬カードリーダーはẚ

㍑ⓗ安価に㉎入できることから㸪ほかの⛉┠においても教⫋員の㈇Ⲵ㍍ῶにつながるとよいと⪃える㸬 
なお本ソフトのカードㄞみ取り処⌮の作成にあたり㸪以下の Web サイト➼を参⪃にした㸦㡰不同㸧㸬グ㘓

₃れがあると思われるがご容㉧いただきたい㸬  
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ソニー株式会♫ 技⾡情報 
https://ZZZ.son\.co.jp/ProdXcts/felica/bXsiness/tech-sXpport/ 
 
ソニー株式会♫ SDK for NFC Starter Kit 【ホ価⏝】 
https://ZZZ.son\.co.jp/ProdXcts/felica/bXsiness/prodXcts/sdk/ICS-D004.html 
 
pinYoke.net scardlistreaders (Zinscard) 
https://ZZZ.pinYoke.net/defaXlt.asp[/Zinscard.scardlistreaders 
 
Microsoft Docs  Zinscard.h header 
https://docs.microsoft.com/en-Xs/ZindoZs/Zin32/api/Zinscard/ 
 
EternalWindoZs スマートカード 
http://eternalZindoZs.jp/secXrit\/scard/scard00.html 
 
TomoSoft PC/SC API を⏝いて SXica カードの利⏝履Ṕ情報のㄞみ取り 
https://tomosoft.jp/design/?p=5543 
 
Qiita PC/SC で Felica Lite に C ゝㄒでアクセスする 
https://qiita.com/gpsnmeajp/items/d4810b175189609494ac 
 
CodeZine ↓料の SDK for NFC Starter Kit を使って FeliCa IC カードをㄞみ書きするプログラムを㛤Ⓨする 
https://code]ine.jp/article/detail/7402 
 
すばらしき Office とアドインの世⏺ C#で NFC(Felica/Mifare)のㄞみ取り – その 0 ライブラリㄪ査⦅ 
https://office-fXn.com/techmemo-csharp-nfcreading/ 
 
たくのこ Web 学⏕ドをㄞむ。TXT 
https://ZZZ.takXnoko.com/blog/%E5%AD%A6%E7%94%9F%E8%A8%BC%E3%82%92%E8%AA%AD%E3%82%
80%E3%80%82/ 
 
GitHXb Gist 大学⏕協 FeliCa の仕ᵝ 
https://gist.githXb.com/oboenikXi/ee9fb0cb07a6690c410b872f64345120 
 
以上 
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愛媛大学工学㒊等技術㒊活動報告㞟 VRl.21(2021) 

 

機器材料学◊✲室での◊✲支援業務 
 

 
機械・⎔境建タ⣔技⾡⌜ 横⏣ 温㈗ 

 

1. はじめに 

 本発表は㸪私が愛媛大学機械工学科・機器材料学研究室で行っている研究支援の概要についてまとめたも

のである㸬㏆年の世界的な環境問㢟やエネルギー資源問㢟を解決するために㸪本研究室では㍺㏦機器等の㍍

㔞化による省エネルギー化のための㍍㔠属材料㸦Mg合㔠, Al合㔠等㸧の研究を行っている㸬そこで㸪㧗性能
な構㐀を持った合㔠を探索するため㸪㧗温㧗圧力発生装置を用いて合㔠試料を作成している㸬また完成した

試料に対して㟁子㢧微㙾をはじめとした各種分析装置を用いることで㸪その合㔠の特性や強化因子の解明に

ついて研究を行っている㸬本発表では新規 Mg 合㔠の研究に㛵㐃した㸪㧗温㧗圧発生装置や各種分析機器の
概要について発表した㸬以下にその内容についてまとめる㸬 
 

2. 実㦂⨨の概せ 

2.1 㧗温㧗圧Ⓨ⏕⨨ 
 本研究室では新規㧗性能合㔠の探索のために㸪小型ウォーカー型㧗温㧗圧発生装置(180 WRQ PUeVV)を用いる
ことで㧗温㧗圧力下での試料作製を行っている㸬図㸫㸯に装置の外観㸪図㸫㸰に圧力発生装置の原理につい

てそれぞれ示す㸬本装置は油圧で上下方向に発生させた荷㔜を㸪二段㝵のアンビルブロックを介して等方的

に圧力を加えることができる㸬発生圧力はサンプルのサイズにもよるが㸪5GPa程度まで発生させることが可
能である㸬この装置は㒊品が小型化されたことで㸪既存の㧗圧装置と比べ㸪小型㍍㔞㸪維持費が安く㸪床下

の改㐀が不要であるという利点がある㸬この装置のアンビルブロックの中には㸪セルと呼ばれる正八㠃体の

容器が格納されており㸪この中に合㔠のサンプルを封入して㸪八方向から 2段目アンビルで押し㸪圧力を発
生させている㸬また内㒊のセルに㏻㟁することで㸪加圧中も試料の温度を制御することができる㸬 
 

 
 

 
 

図㸫㸯 㧗温㧗圧発生装置 図㸫㸰 圧力の発生原理 
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2.2 各✀分析⨨ 
㧗温㧗圧で処理した合㔠試料に対して各種分析を行う㸬まず X線回折装置㸦XRD㸧で構㐀解析を㸪走査型

㟁子㢧微㙾㸦SEM㸧㸪エネルギー分散型 X分光法㸦EDS㸧で試料の表㠃観察と組成分析を行う㸬これらの結果
から新奇な構㐀や析出相が発見された場合は㸪さらに詳しく調査を行うために㏱㐣型㟁子㢧微㙾㸦TEM, JEOL 
JEM-2010㸧による観察を行う㸬収束イオンビーム加工機と呼ばれる装置で TEM用の薄膜資料を作成し㸪TEM
による制㝈視㔝㟁子線回折像㸦SAED像㸧の観察を行うことで㸪新規構㐀の解析を行う㸬図㸫㸱に TEMの本
体の写真㸪図㸫㸲に SAED像の一例を示す㸬このように各種分析を行うことで試料の構㐀解析や強化因子の
解明を行っている㸬発表では各分析機器で取得した合㔠試料の解析データを提示し㸪その説明を行うととも

に㸪合成した合㔠の強化因子の解析についても触れた㸬 
 

2.3 万⬟材料ヨ㦂機 
 最後に㧗圧合成した試料に対して万能材料試㦂機(INSTRON)を用いて強度評価を行う㸬万能材料試㦂機の
外観を図㸫㸳に示す㸬図㸫㸳の装置中央㒊に試料を挟み㸪圧縮・引張等の試㦂を行うことで㸪作成した試料

の強度を評価する㸬 
 
 

 

3. まとめ 

本発表では愛媛大学機器材料学研究室での研究支援業務について紹介した㸬本研究室では㧗温㧗圧発生装

置を用いて様々な㍍㔠属合㔠等の物質を合成し㸪その特性について評価を行っている㸬合成した試料に対し

て X線や㟁子㢧微㙾を用いた種々の解析を行い㸪材料物質の強化メカニズムの解明を行っている㸬 
 
謝㎡㸸この投原稿を作成するに当たり㸪愛媛大学機器材料学研究室の松下正史教授㸪分析機器を使用させて

いただいた愛媛大学 GRCに謝意を表す㸬 

図㸫㸱 ㏱㐣型㟁子㢧微㙾 図㸫㸲 制㝈視㔝㟁子線回折像 図㸫㸳 万能材料試㦂機(INSTRON) 

愛媛大学 GRC 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 

 

㸲プローブ法㟁気抵抗率測定による 
コンクリートの塩化物イオン濃度の推定方法 

 
機械・環境建設系技術班 川口 㝯 

 

1. はじめに 

 㕲➽コンクリートの塩害による㕲➽⭉㣗の劣化を早期にホ価するため㸪㕲➽㏆傍の塩化≀イオン濃度の情

報は㔜せである㸬既往のホ価手法として㸪コア採取やドリル削孔⣮を⏝いた分析方法や㏆㉥外分光法がある㸬

しかしながら㸪広⠊囲測定が㞴しい㸪同一⟠所での⥅⥆ⓗなホ価がおこなえない㸪㛗い測定時㛫をせするな

どの問㢟がある㸬 
これらのㄢ㢟ゎ決⟇として㸪コンクリート⾲㠃から㕲➽㏆傍までのコンクリート中の塩化≀イオン濃度を

推定する技⾡㛤Ⓨを┠ⓗとして㸪㟁極を実構㐀≀のコンクリート⾲㠃に押し付けて測定する 4 プローブ法 1)

の㐺⏝性を検ウした㸬測定した㟁位から求めた㟁気抵抗⋡より㸪㣬水≧態においてプローブ㛫㝸を変えるこ

とで㟁気抵抗⋡の␗なるコンクリートの深さ方向の塩化≀イオン濃度分布をホ価できるかを検ドした㸬  
 

2. 㸲プローブ法の測定原理 

 4プローブ法による㟁気抵抗⋡の測定概念図を図㸫㸯に♧す㸬この方法
は㸪コンクリート⾲㠃に一定㛫㝸 aで 4本の㟁極を㓄⨨し㸪両➃の㟁極㛫
に㟁流(┤流または交流)を流して㸪内側 2本の㟁極㛫の㟁圧を測定し㸪次
式により㸪㟁気抵抗⋡ ρを求める方法である㸬 
 
 ρ㸻2ʌaǻΦ/I                       (1) 

 
上式において㸪Iは回㊰を流れる全㟁流で㸪ǻΦは内側 2本の㟁極㛫の㟁
位差である㸬一⯡ⓗに㟁極㛫㝸㸪つまりプローブ㛫㝸 aがおおよその探査
深度となることが▱られている㸬このプローブ㛫㝸 aを変えることでコン
クリート⾲㠃からの探査深度を㐪えることとなり㸪深さ方向で㟁気抵抗⋡

に分布がある場合に㸪プローブ㛫㝸 aを変えたことにより得られる㟁気抵
抗⋡の㐪いから㸪深さ方向の㟁気抵抗⋡の分布をホ価するものである㸬 
 

3. 㟁気抵抗率の分布の評価に関する検討 

 図㸫㸰に♧す上下で層の␗なる供ヨ体を作〇し㸪塩

水で浸漬した供ヨ体を⏝いて㸪4プローブ法㟁気抵抗⋡
によるコンクリート内㒊の㟁気抵抗⋡分布のホ価に㛵

する検ウをおこなった㸬2層は㸪それぞれ水⢊体比 60㸣㸪
30㸣の 2 ✀㢮の㓄合で㟁気抵抗⋡が␗なる供ヨ体とし
た㸬さらに㸪上層の厚さは㸪0PP㸪20PP㸪40PP㸪80PP
の 4段㝵とした㸬なお㸪プローブ㛫㝸は実⏝性の向上を
┠ⓗとし㸪図㸫3に♧す 40PPと 80PPの 2点に⤠るこ
とで測定の煩㞧さを㍍減することとした㸬プローブ㛫

㝸 40PP と 80PP で測定した㟁気抵抗⋡から㸪プロー
ブ㛫㝸 40PP での㟁気抵抗⋡に対するプローブ㛫㝸

図－１ 電気抵抗率測定

図－㸰 供試体概要図 

図－㸱 電気抵抗率の比率計算方法 
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80PPでの㟁気抵抗⋡の比⋡をィ⟬した㸬4プ
ローブ法㟁気抵抗⋡測定は㸪従来㸪コンクリ

ートのかぶりの⦓密性や⭉㣗せ因となる水分

や塩化≀イオンの含有を推定することで㕲➽

⭉㣗が㐍⾜する⎔境条件を判断しホ価する方

法である㸬一方で 4 プローブ法による㟁気抵
抗⋡測定のㄢ㢟として㸪㟁気抵抗⋡の⤖果は㸪

供ヨ体の形≧や寸法㸪プローブ㛫㝸に依存す

る影㡪がある㸬それら影㡪せ因を㝖外あるい

は㍍減するために㸬㟁気抵抗⋡の比⋡を⏝い

ることでコンクリート内㒊のホ価の妥当性を

検ウした㸬 

図㸫㸲に上層の厚さの㐪いによる㟁気抵抗

⋡の比⋡の変化を♧す㸬上層の厚さ 0PP㸦コ
ンクリートが均一㸧の場合を基準として⪃え

ると㸪層の厚さが 20PP㸪40PPで増加し㸪層の厚さが 80PPになると 20PP㸪40PPの供ヨ体と比べ㸪比⋡
が低下している㸬つまり㸪プローブ㛫㝸 40PPと 80PPの㟁気抵抗⋡の比⋡に╔┠し㸪コンクリートが均一
の場合の比⋡を基準として⪃えた場合㸪この比⋡が基準より大きくなると㸪最小のプローブ㛫㝸㸦40PP㸧以
下のところで㟁気抵抗⋡が変化している境⏺があると⪃えられる㸬さらに㸪㟁気抵抗⋡の変化している境⏺

は㸪最大のプローブ㛫㝸㸦80PP㸧以上になると㸪比⋡は基準である層を分けていない供ヨ体の値に㏆づくこ
とがわかった㸬これらのことから㸪2 つのプローブ㛫㝸で測定される㟁気抵抗⋡の比⋡に╔┠することで㸪
コンクリート内㒊の㟁気抵抗⋡が変化している境⏺を検▱できたと⪃える㸬 
 

4. おわりに 

今回の技⾡㛤Ⓨにおいて㸪㸲プローブ法による㟁気抵抗⋡の測定から、塩化≀イオンの浸㏱≧況を供ヨ体

レベルではホ価できることわかった㸬ただし㸪実構㐀≀での㐺⏝性を⪃えると㸪できるだけ少ない側点数で

効⋡ⓗにホ価できるィ測方法も⪃慮する必せがあるが㸪ホ価内容や⢭度の向上にはプローブ㛫㝸を㐪えた接

点数を増やすこともど㔝に入れなければならないことがわかった㸬この手法によって㸪㟁気抵抗⋡が変化す

るプローブ㛫㝸と塩化≀イオンの浸㏱深さが対応した実㦂⤖果が得られれば㸪それらを比㍑したトモグラフ

ィーゎ析をおこなうことで㸪塩化≀イオンの浸㏱≧況を㐃⥆ⓗに可ど化できると⪃えている㸬 
今後の展望として㸪本技⾡㛤Ⓨにより㕲➽コンクリート構㐀≀の⥔持⟶⌮において実施されている㏆接┠

どに㏣加して定㔞ⓗなホ価値が得られる㠀◚壊ヨ㦂検査法が☜❧することで㸪より信㢗性がある点検ができ

るようになる㸬今回の実㦂⤖果は㸪╔想当初の想定とは␗なったが㸪㕲➽コンクリート内㒊の塩化≀イオン

浸㏱≧況を把握するために有┈な手法を検ウするための㔜せなステップとなった㸬 
この技⾡はコンクリート⾲㠃に 4プローブを押し当てるだけで≉殊な技⾡をせしないことから㸪実しや
すい利点がある㸬今後も♫会基┙施タの㛗寿命化に対応できる㐺切な⥔持⟶⌮技⾡として㸪ㄢ㢟ゎ決に向け

た検ウを㔜ねていきたい㸬 
 
謝辞㸸本◊✲は㸪一⯡♫団法人四国クリエイト協会の「2020年度建タ事業に㛵する技⾡㛤Ⓨ支援制度」によ
る助成を受けて実施したものである㸬あらためてここにㅰ意を⾲す㸬 
 

参考文献 

1) ⓙ川浩㸪㰺⸨佑㈗㸪榎原彩㔝㸪久⏣┿㸸㟁極のタ⨨条件が㸲プローブ法による体✚抵抗⋡の測定⤖果に 
及ぼす影㡪についての基♏ⓗ◊✲㸪コンクリート工学年次ㄽ文㞟㸪9RO.31㸪1R.1, SS.1087-1092, 2009㸬 

基準 

図－㸲 上層の厚さの違いによる電気抵抗率の比率変化 
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愛媛大学工学部等技術部活動報告集 Vol.21(2021) 

 

地域創成，人材育成，ものづくりを目的とした LED 製造教育 
 

 
徳島大学技術支援部 吉田 浩子  

 

1. はじめに 

 2018 年度「地方大学・地域産業創生交付金」の交付対象事業

として，LED 製造技術教育の向上を目的とした装置及び設備が

徳島大学に導入された．これに伴い，LED 製造プロセスの体験

だけでなく，半導体デバイスの理解と製造工程の見識を深める

ことが可能となった．実際の導入された装置及び設備を図－１

に示す．本報告では，導入された装置を用いた学生実験の概要と

流れについて説明する． 
 

2. LED について 

2.1 半導体と LED 
 半導体とは電気を通す導体と，全く通さない絶縁体の中間の性質をもつ物質

である．ある一定の条件を与えることにより，電気を通す．LED とは発光ダイ

オードとも呼ばれる半導体の一種であり，一方向に電圧を加えることにより，

半導体素子が発光する．図－２に LED が発光している様子を示す． 
 
 

2.2 半導体プロセス 
 半導体プロセスは前工程と後工程の 2 つに分けられる．学生実験では結晶成長されたウェハを購入し，そ

のウェハを更に小さくカットした基板を用いる．実験では，リソグラフィー，電極形成，切断，ボンディン

グ，パッケージング＆電気光学特性測定を行う． 
 

3. 実験概要 

3.1 実験の流れ 
 学生実験は 5 回にわたって行う．1 回目に教員からの概要，原理説明，2 回目にリソグラフィーと市販 LED
の電気光学特性測定を行う．3 回目に電極形成，4 回目に切断，ボンディング，パッケージング＆電気光学特

性測定，5 回目に作成したレポートについて教員から口頭試問を行う． 
 
3.2 電極図案（パターン） 

 事前準備として，LED 表面の電極部分となる図案（以降，パターンと呼ぶ）を学生 1 人につき 1 個を考え

てもらい，画像データを作成する．パターンの形としては，1 辺が 500μm の正方形サイズで描いてもらう．

電極の直下付近から光が出てくるため，基板の全面に均一な電圧がかかって，効率的に光が回収できるパタ

ーンがよい．  

図－１ 導入された装置，設備 

図－２ LED 発光の様子 
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3.3 リソグラフィー 
 光を用いて，基板を加工するプロセスである．イエロールームという紫外線を

カットした場所で実験を行う．リソグラフィープロセス後のパターンを図－３

に示す．まずスピンコーターでレジストを基板に均一に塗布する．次にマスクレ

ス露光装置を用いて，紫外線を照射し，光が当たった部分に化学変化を起こす．

最後に，現像を行い，感光部分を除去する． 
 
 
 

3.4 電極形成 
 電極となる金属部を作るプロセスである．この作業はクリーンルームで行う．

真空蒸着により，基板の両面に金属薄膜をつける．蒸着方法は，抵抗加熱蒸着と

電子ビーム蒸着を利用する．蒸着後，剥離液をもちいて，不要なレジストを取り

除く．剥離後のパターンを図－４に示す． 
 

 

3.5 切断（ダイシング） 
 ダイシング装置を用いて，500μm角のチップに切り分ける．ブレードを高速回転させ水で冷却し，ゴミを

洗い流しながら切断をする． 
 

3.6 ボンディング 
 ダイボンディング，ワイヤーボンディングを行い，電気的に接続する．ダイボンディングは，ステムに導

電性のある接着剤（銀ペースト）を塗り，基板と接着させる．そしてワイヤーボンディングは，電極部分と

ステムを金属ワイヤーで電気的に接続する． 
 

3.7 パッケージング＆電気光学特性測定 
 パッケージングでは，樹脂（エポキシやシリコン）等で覆い，外部からチップを保護する．作成した LED
の電流電圧特性を測定し，半導体内部の現象を推測する．また分光器を用いて，スペクトル測定を行う． 
 

4. 今後の課題 

 コロナ対策として，1チーム 4，5 人を更に 2 つに分割し，実験を同時並行で行っている．また，実験前に

実験内容を簡単にまとめた動画を見てもらうことで，実験概要の認識を行っている．これにより，作業時間

の短縮が可能となった．一方で現状，実験条件を検討しつづけており，参考データがない中で，最適な条件

を選定することが難しい段階である．また，測定機器が 1 つしかなく，ボタン１つで作業が終了してしまい，

学生の待ち時間が増加した．今後は，これまでに習得した知識と原理が結びつくような説明や内容にしてい

きたい． 
 
  
謝辞：本教育は，地方大学・地域産業創生交付金により設備が導入されて体験が可能となりました．実験実

習を行うに当たり，ご協力いただいた関係者の皆様に，深く感謝申し上げます． 
 

図－３ 現像後パターン 

図－４ 剥離後パターン 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 VRO.21(2021) 

 

ハイブリッド型ᤵᴗ「住⎔境デザイン₇⩦」のご⤂介 
㸫㤶ᕝ大学創㐀ᕤ学㒊 ᘓ⠏・㒔ᕷ⎔境コースᤵᴗᨭ㸫 

 
㤶ᕝ大学ᯘ⏫地区⤫合事務センター学務ㄢᢏ⾡係 ᯇᒃ 俊典 

 

1. はじめに 

 㤶川大学創㐀工学㒊の建⠏・㒔市⎔境コース 3年⏕を対㇟とした住⎔境デザイン₇⩦における技⾡⫋員の
ᤵᴗᨭについて⤂介する㸬2020 年度は㸪コロナ⚝以前の対㠃による技⾡ᨭから MRRGOH をά⏝したオン
デマンド型のᤵᴗᨭ㸪密を㑊けるためにハイブリッド型のグループワークやⓎ⾲会を実した㸬 
 

2. 住⎔境デザイン₇⩦のᴫせ 

 住⎔境デザイン₇⩦は㸪㤶川大学創㐀工学㒊の建⠏・㒔市⎔境コース 3年⏕を対㇟としたᤵᴗであり㸪例
年 60 名⛬度の受ㅮ⏕で実している㸬その内容は㸪≉定の地域ㄢ㢟㸦2020 年度は「㧗ᯇ㥐周㎶のアーバン
デザイン」㸧について㸪⌧場のフィールドワーク㸪㛤Ⓨコンセプトとデザインᥦのグループワーク㸪3Dモ
デルによるプレゼンテーションを⾜う㸬ᤵᴗ┠ᶆは㸪₇⩦を㏻じて俯▔ⓗ㸪⥲合ⓗなどⅬによる実㊶ⓗなま

ちづくりのᥦ㸪チームワークや CGデザイン技ἲを学ぶことである㸬指導ᩍ員は 5名でᤵᴗᨭの技⾡⫋
員が 1名㸪まちづくりの実働を⾜う㧗ᯇ市の㒔市ィ⏬ㄢと交㏻ᨻ⟇ㄢの⫋員がᩘ名参加する㸬 
 

3. コロナ⚝以前のᢏ⾡⫋員のᤵᴗᨭ 

3.1 ᤵᴗ実前の‽備 
 初回ᤵᴗの実前の‽備は㸪グループワークで使⏝するᶍ㐀⣬㸪大型の付⟢㸪マジックといった備品⟶⌮

とⓏ㘓した受ㅮ⏕の⌜分けである㸬⌜分けは㸪事前にタィのᤵᴗの担当ᩍ員からデザイン担当が可⬟な⪅を

⫈取して㸪⌜内で孤❧する⪅が出ないように戦力分ᩓさせて⌜を⦅成する㸬その他に㸪市役所との᪥⛬㐃⤡

や後㏙のデザイン⏝のモデル作成などがある㸬 
3.2 ᤵᴗ中のᨭ㸦学⏕ᑐᛂ㸧 

 ᤵᴗの㛤始にその᪥の┠ᶆを周▱する㸬ᤵᴗ中は㒔市ィ⏬に㛵する㉁問㸪BIMやレンダリングソフトの
᧯作などを TA と㐃ᦠしながら対応する㸬また㸪グループワークの参加≧ἣをほ察しながら㸪㐺宜声けを
⾜う㸬プレゼンテーションは中㛫と᭱⤊の 2回実し㸪その㝿のⓎ⾲データの事前回収と㓄布㈨ᩱ作成㸪当
᪥の司会㐍⾜を⾜う㸬なお㸪ᩍ員は定ᮇⓗに各⌜のグループワークの㐍⾜≧ἣを巡回して☜ㄆ・指導する㸬 

3.3 デザイン⏝ベースモデルの作ᡂ 
 2020 年度は㧗ᯇ㥐周㎶を対㇟地域とした㸬BIM ソフト
㸦AUFKLFaG㸧で周㎶エリアの 3D のベースモデルを作成し
た㸬具体ⓗには㸪国土地⌮㝔の基┙地図から対㇟地域の

1/10,000 のデジタル地図をダウンロードしてベクターデ
ータの≧態で⦰尺を合わせてᤄ入する㸬建≀はモルフツー

ルで㉳こして㧗さデータを入れる㸬㧗さのデータはデータ

のある大型ビル以外は GRRJOH のストリートビューでビル
の㝵ᩘを把ᥱして 1フロア 3メートルで処⌮した㸬区⏬や
外ᵓはスラブツールでタ定した㸬さらに㸪令和 6年度に建
タ予定の᪂㤶川┴❧体⫱㤋を公㛤されているタィ図から

外壁と屋᰿㒊分の形≧を再⌧してᤄ入した㸬 
受ㅮ⏕は㛤Ⓨエリアの区⏬をベースマップから抽出し

動⏬㸫㸯 ベースマップとレンダリング動⏬ 
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てデザインを⾜い㸪ベースモデルに戻した上でレンダリングする㸬レンダリングソフト㸦TZLQPRWLRQ㸧は㸪
᪥・天候・季⠇・場所・᪉位などをタ定して再⌧性を㧗める㸬そして㸪᳜᱂・⾤ⅉ・信号・┳ᯈ・ベンチ・

噴Ỉといった人工≀を㓄⨨する㸬人や⮬動㌴・㟁㌴・⯪は⤒㊰をタ定して⛣動させて 3DCG を作成させる㸬 
なお㸪ᤵᴗ初回のガイダンスにおいて㸪ベースマップでレンダリングした動⏬をど⫈させて受ㅮ⪅にどぬ

ⓗにᤵᴗ到㐩のレベルを☜ㄆさせている㸦動⏬㸫1㸧㸬 
 

4. コロナ⚝のᤵᴗᨭ 

4.1 コロナ⚝のグループワーク 

グループワークは密な≧態の回㑊するために㸪これまでの 70 人収容のᩍ室から 260 人収容のᩍ室に変᭦
して㛫㝸を✵けて座席を㓄⨨した㸬そして㸪ᤵᴗ㛤始は MLFURVRIW FRUPVによる健康ほ察兼出Ḟフォームを
各⮬の➃ᮎから実させた㸬体ㄪ不Ⰻを感じた⪅はその場で帰宅を指♧した㸬また㸪対㠃参加が出᮶ない体

ㄪに問㢟のない受ㅮ⏕については㸪ZRRPを利⏝したハイブリッド型のグループワークを実した㸬ZRRPホ
ストはᩍ員が⾜い㸪⌜ẖにブレイクアウトセッションを㛤タしてᩍ⫋員は声けしながら巡回するようにし

た㸬とくに㸪㐲㝸参加⪅には必ず役割やㄢ㢟を与えるように指♧をしてᨺ⨨されないように㓄慮した㸬 
4.2 Moodleをά⏝したᤵᴗᨭ 

 密᥋を㑊けるために㸪⣬媒体の㈨ᩱ㓄布や対㠃による

ソフトの᧯作レクチャーは実をぢ合わせた㸬これらの

代᭰として㸪㤶川大学の E ラーニングプラットフォーム
のMRRGOHを介してデジタル㈨ᩱをᥖ♧した㸬ソフトの᧯
作に㛵する㈨ᩱは㸪YRXTXEHの参⪃動⏬リンクのᥖ♧の他
に㸪技⾡⫋員が⏬㠃キャプチャによる実₇動⏬を作成し

た㸬また㸪ᤵᴗ㛤催ᮇ㛫中の⌧地ㄪᰝの代᭰として㸪対㠃

で実した⌧場ぢ学のダイジェスト動⏬を⦅㞟してど⫈

させた㸬その他に㸪ᤵᴗ㛤始の健康ほ察兼出Ḟフォーム

のリンクやグループẖに市役所⫋員やᩍ員との意ぢ交

⤖ᯝをᥖ♧した㸦⏬像㸫1㸧㸬 
4.3 㐲㝸プレゼンテーション 

 プレゼンテーションは㸪中㛫と᭱⤊の 2回実している㸬2020年度の中㛫Ⓨ⾲は㸪対㠃ᤵᴗが全㠃⚗Ṇの
ᮇ㛫中に実した㸬完全㐲㝸実のため㸪技⾡⫋員が ZRRP のホストとしてⓎ⾲㈨ᩱᥦ♧と㛫⟶⌮を一元
⟶⌮で実した㸬実㝿のプレゼンは学⏕の口㢌Ⓨ⾲に合わせて㈨ᩱを♧し㸪TLPH KHHSHUアプリで㛫をᶆ♧
させた㸬᭱⤊Ⓨ⾲はハイブリッド型で一㒊の学⏕と市役所⫋員が㐲㝸参加で㛤催した㸬 

4.4 ㄢ㢟とまとめ 

ᤵᴗᨭのㄢ㢟としては㸪レンダリングソフト≉᭷の問㢟で㐲㝸化が㞴しいことである㸬TZLQPRWLRQの動
作⎔境は CPUや GPU➼の᮲件が厳しく㸪共⏝での使⏝が㑊けられない㸬このため㸪ᶵ器のᾘẘの対応が別
㏵必せとなった㸬今後㸪ソフト側のアップデートによる CKURPH RHPRWH DHVNWRS ➼での㐲㝸᧯作が可⬟とな
ることがᮇ待される㸬 

2020年度の受ㅮ⏕の成ᯝ≀は㸪コロナ⚝以前と㐯Ⰽのないものであった㸬このことは㸪対㠃によるᤵᴗᨭ
がῶったものの㸪デジタル㈨ᩱなどの充実によって㉁が☜保された⤖ᯝと⪃えている㸬その反㠃㸪▷⣡ᮇ

で動⏬㈨ᩱ作成の㢖度が増えたため㸪ᴗ務㔞としてはこれまでの倍以上の㛫を割く必せがあった㸬ᮏᤵᴗ

のᨭは DLJLWL]aWLRQから DLJLWaOL]aWLRQに⮳り㸪ᮇせずして DX化を᥎㐍することとなった㸬今後は㸪多くの
㈨ᩱがḟ年度以㝆に㌿⏝が可⬟であることから㸪ᤵᴗᨭᴗ務の㉁を担保した┬力化の᥎㐍にᮇ待している㸬 
 
ㅰ㎡㸸この投✏原✏を作成するにあたり㸪㤶川大学創㐀工学㒊建⠏・㒔市⎔境コースの住⎔境デザイン₇⩦

担当のᩍ員各位には快くⓎ⾲のチ可を㡬いたことに対し῝くㅰ意を⾲します㸬 
 

⏬像㸫㸯 MRRGOHによる㈨ᩱᥦ♧の例 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 

 

化学・⏕命⛉学コースの実⩦ᴗ務について 
 

化学・ᮦᩱ⣔ᢏ⾡⌜ Ṋᕷ ᭷Ⳁ 
 

1. はじめに 

 本報告では➹⪅⮬㌟が今年度採⏝されたばかりということもあり㸪⮬己⤂介と▷い期㛫ではあるがこれま

で携わってきた業務について⤂介する㸬業務としては㸪主に学⏕実㦂で⏝いるヨ⸆のㄪ整や⟶⌮㸪器具の☜

ㄆや実㝿に学⏕実㦂に入り学⏕の実㦂の⿵助を⾜っている㸬化学・⏕命⛉学コースでは 2年⏕から 3年前期
にかけて応⏝化学実㦂という学⏕実⩦を⾜っており㸪本報告では実⩦全体の概せと主に➹⪅が㛵わる有機化

学分㔝の実⩦内容及び業務について取り上げる㸬 
 

2. ⮬ᕫ⤂介 

 名前  武市 有Ⳁ 
 出㌟地  愛媛┴松山市 
 出㌟大学 㟼岡大学 ⥲合⛉学◊✲⛉ ⌮学専攻 
 

3. ᛂ⏝化学実㦂のᴫせとᴗ務 

3.1 ᴫせ 

  化学・⏕命⛉学コースの学⏕実㦂は 3 つあり㸪コース㓄属される 2 年⏕前期に応⏝化学実㦂Ⅰ㸪2 年⏕
後期に応⏝化学実㦂Ⅱ㸪そして 3 年⏕前期に応⏝化学実㦂Ⅲと⥆く㸬以下では各実㦂について⤂介する㸬 

  
3.2 ᛂ⏝化学実㦂Ⅰ 

応⏝化学実㦂Ⅰはコースに㓄属されて初めて⾜う専㛛実㦂で㸪化学⏕命⛉学分㔝において必㡲となる実

㦂の予⩦方法や㸪実㦂の基本操作安全対⟇についてなどを学ぶことを┠ⓗとする㸦2021年度応⏝化学実㦂
Ⅰシラバス参照㸧㸬分㔝としては分析化学分㔝について実⩦を⾜う㸬 
具体ⓗには㔠属イオンの定性分析㸪㌟の回りの化学物㉁の

定㔞分析㸪㣗㓑中の㓑㓟について濃度を分析する滴定➼を⾜

っている㸬㝧イオンの定性分析では図㸫㸯のようなヨ⸆を混

ぜ合わせた未▱のヨ料を分㞳してどのような㝧イオンが含

まれているか分析する㸬 
分㞳の操作を㏻して基本ⓗな㥖㎸ピペットやヨ㦂⟶など

の取り扱いや洗浄方法などの基本操作を学ぶ㸬この実⩦で本

格ⓗな化学実㦂が初めてという学⏕もいるため㸪器具やヨ⸆

を安全に㸪正しく取り扱えているかについて注意して⿵助を

⾜った㸬 
 
3.3 ᛂ⏝化学実㦂Ⅱ 

2 年⏕後期には応⏝化学実㦂Ⅱに㐍む㸬こちらではさらに専㛛ⓗな実⩦として有機化学や物⌮化学の基
♏ⓗ概念の体㦂学⩦について深く⌮ゎすることを┠ⓗとする㸬主に実㦂の基本操作に加え㸪新たに有機化

合物の合成や分㞳㸪⢭〇㸪分析㸪固体および溶液の物⌮化学実㦂を⾜っている㸦2021年度応⏝化学実㦂Ⅱ
シラバス参照㸧㸬有機化学実㦂と無機物⌮化学実㦂の㸰つに分けて別々に実㦂を⾜っており㸪➹⪅は有機化

学実㦂の方を担当する㸬有機化学実㦂については後ほど⤂介する㸬 

図㸫㸯 応⏝化学実㦂Ⅰ使⏝㝧イオン例 
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3.4 ᛂ⏝化学実㦂Ⅲ 

3 年⏕前期には応⏝化学実㦂Ⅲに㐍む㸬応⏝化学実㦂Ⅱで⾜った有機化学実㦂のさらに⥆きにあたる有
機化学実㦂や新たに㧗分子化学㸪⏕物化学㸪⏕物工学の基♏ⓗ概念の体㦂実⩦によりさらにこれらの化学

をより深く⌮ゎしていくということを┠ⓗとする㸦2021 年度応⏝化学実㦂Ⅲシラバス参照㸧㸬◊✲室仮㓄
属前の最後の学⏕実㦂であるため㸪ある⛬度厳しく指導を⾜っている㸬分㔝は上グで㏙べた 4つで㸪実⩦
としては有機化学㸪㧗分子化学㸪化学工学の 3つの分㔝と㸪⏕物⣔の分㔝に分けて実㦂を⾜っている㸬 
➹⪅は有機化学を含む 3つの分㔝を担当しており㸪㧗分子化学㸪⏕物工学は主に実⩦準備のみ㸪実⩦当

日は有機化学の⿵助に入っている㸬有機化学実㦂は応⏝化学実㦂Ⅱ㸪Ⅲにわたり内容が㐃⥆している実㦂

で㸪危㝤なヨ⸆や作業も比㍑ⓗ多いため実⩦⿵助を必せとしている㸬 
 

4. ᭷ᶵ化学実㦂のᴫせとᴗ務 

4.1 ᴫせ 

  有機化学実㦂は応⏝化学実㦂Ⅱ㹼Ⅲにかけて⾜われており㸪内容としては大きく 2つに分かれている㸬
1 つ┠は単体の実㦂であるアルドール⦰合㸪2 つ┠は FLVFKHU (フィッシャー)エステル化によって応⏝化学
実㦂Ⅱで合成した物㉁をさらに実㦂Ⅲで GULJQDUG (グリニヤール)反応という反応によってまた別の化合物
に合成する実⩦を⾜っている㸬各実㦂について以下で⡆単に⤂介する㸬 
 
4.2 ᛂ⏝化学実㦂Ⅱ㸸アルドール⦰合(Claisem-Schmidt反ᛂ) 

  アルドール⦰合とは㸪新しい炭⣲-炭⣲⤖合を作ることが出来る反応である㸬アルドール⦰合の実㦂では
ベンズアルデヒド 2 当㔞に対しとアセトン 1 当㔞を反応させてジベンザルアセトンを合成する (図㸫㸰)㸬
この反応はⓎ熱反応のため㸪反応が急㏿に㐍んで✺沸しないように事前対⟇を徹底させたり㸪合成した⤖

晶の⼥点測定する㝿に火傷しないよう注意を促したりなど㸪実㦂中にけがや事故が㉳こらないよう指導を

⾜った㸬 

 

図㸫㸰 アルドール⦰合の反応式 

 
4.3 ᛂ⏝化学実㦂Ⅱ㸪Ⅲ㸸Fischerエステル化㹼Grignard反ᛂ 

  FLVFKHU エステル化とはアルコールとカルボン㓟からエステルを合成する反応である㸦図㸫㸱㸧㸬ここで
できたエステルの 3-フェニルプロピオン㓟メチルを⏝いて㸪応⏝化学実㦂Ⅲの GULJQDUG反応を⾜う㸬 

 

 

図㸫㸱 FLVFKHUエステル化の反応式 
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GULJQDUG反応とは㸪反応性の㧗いグリニヤールヨ⸆を⏝いて炭⣲-炭⣲⤖合を形成する反応である㸦図㸫
㸲㸧㸬┠ⓗ化合物は班によって変わるときもあり㸪学⏕⮬ら実㦂ィ⏬を❧て㸪最⤊ⓗに⮬分たちで NMRデ
ータをゎ析する㸬学⏕実⩦では学⏕には扱いの㞴しい NMRを使わせないため㸪NMRでのデータ取得は教
⫋員㸦今年度より➹⪅㸧が⾜っている㸬 

 

 
図㸫㸲 GULJQDUG反応の反応式 

 

5. おわりに 

 実㦂中には PR7R (人や⏕態⣔への有害性がㄆめられる) 対㇟といった危㝤性の㧗いヨ⸆を取り扱うことも
多いため㸪実⩦中に㔜大な事故が㉳きないように気を㓄ることを㔜どして業務を⾜っている㸬本報告は 2021
年 11月時点で作成したものであり㸪まだ取り⤌んでいない業務も多く出てくるため㸪今後も様々なことを学
び業務に活かせるよう⢭㐍していきたい㸬またコース業務のみならず㸪技⾡㒊の業務についてもまだまだ⮳

らない点が多々あると思われるため㸪その㒔度ご指導いただければ幸いである㸬 
 
ㅰ㎡㸸本報告を作成するに当たり㸪ご協力いただいた化学・⏕命⛉学コース実⩦担当の先⏕方㸪その他㛵係

⪅各位に深く感ㅰ⏦し上げます㸬 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 VRO.21(2021) 

 

動⏬➼㡢声からのᩥ字㉳こし作ᴗで使えるツールの⤂介 
 

化学・ᮦᩱ⣔技⾡⌜ ᮏ㒓 友哉 
 

1. はじめに 

 ここᩘ年の᪂型コロナウイルス感ᰁの影㡪により㸪㐲㝸ㅮ⩏・Web会㆟・オンラインセミナーなど㸪何
かと動⏬をά⏝することが多くなった㸬➹⪅も㸪ᬑẁ担当している実㦂において何度か㐲㝸受ㅮ⏝動⏬を作

成してきたが㸪これら動⏬を作成・⦅㞟していくうちに㸪例えば㸪⪺き手の⌮ゎ度の向上㸪ど⫈⎔境への㓄

慮㸪ど⫈㞀害を持つ学⏕への㓄慮などᵝ々な⌮⏤から㸪作成した動⏬に後付けで字幕をつけたいと思うこと

があった㸬ただ㸪後付けで字幕を入れるためには㸪まず元動⏬の㡢声からᩥ字を㉳こす作ᴗが必せになるが㸪

そのような作ᴗは㸪㡢声を⪺きながらの手作ᴗだと㛫がかったり㸪᭷償ソフトは㈝⏝対効ᯝなどの㠃か

ら導入を㌋㌉したりと㸪なかなか㐍まなかった㸬そこで㸪Ⰽ々とㄪべるうちに㸪GRRJOeドキュメントという
ソフトにある㡢声入力ツールがᩥ字㉳こしの作ᴗに᭷┈であることがわかったため㸪ᮏ報告ではこのツール

について㸪その使い᪉や実㝿に使⏝しているᵝ子㸪使⏝してẼづいたⅬを⤂介する㸬 
 

2. Googleドキュメントの㡢声入力ツールについて 

2.1 Googleドキュメントについて 
 GRRJOe ドキュメントは MLcURVRIW でいう WRUd のようなᩥ᭩作成ソフトウェアで㸪GRRJOe のアカウントが
あればフリーで使⏝できる㸬Webブラウザ上で動き㸪PCにインストールする必せがないので㸪PC⎔境によ
る制⣙はほとんどない㸬 

2.2 Googleドキュメントの㡢声入力ツールの使い᪉ 

 まず㸪GRRJOe ドキュメントの㡢声入力ツールの使い᪉を㏙べる㸬ブラウザで GRRJOe のトップページにア
クセスし㸪GRRJOeアカウントでログイン後㸪図㸫㸯の㉥丸で囲まれているアイコン㸦GRRJOeアプリ㸧をクリ
ックするとアプリの一ぴが出てくるので㸪その中から GRRJOeドキュメントを㛤く㸬᪂しい✵ⓑドキュメント
を作成し㸪上のメニュー「ツール」の中に「㡢声入力」というのがあるので㑅択すると㸦図㸫㸰㸧㸪マイクの

アイコン㸦図㸫㸱㸧が出てくる㸬それをクリックすると㸪マイクアイコンがオレンジⰍの待ᶵ≧態になり㸦図

㸫㸲㸧㸪マイク➼の㡢声入力が可⬟となる㸬なお㸪㡢声がきちんとㄆ㆑されている場合は㸪㡢声入力中にマイ

クのアイコンがⓑ抜きになると同に㸪アイコンの周りに円≧の⥺が出てくる㸦図㸫㸳㸧㸬 

 

    

     図㸫㸯 㡢声入力ツールの使い᪉①        図㸫㸰 㡢声入力ツールの使い᪉② 
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2.3 再⏕動⏬の出力㡢声をどうやって入力㡢声とするか 

 さて㸪GRRJOeドキュメントの㡢声入力ツールを使って㸪動⏬の㡢声のᩥ字㉳こしをする㝿に問㢟となるの
が㸪「再⏕動⏬の出力㡢声をどうやって入力㡢声とするか」である㸬ᮏ᮶スピーカーやイヤホンから⪺こえて

くるはずの㡢声を入力㡢声とすることを「ループバック」とゝうが㸪㏻常㸪ループバックにはWLQdRZVの㡢
声デバイスのタ定が必せである㸬 

WLQdRZV㸦ここでは WLQdRZV10㸧のタ定から「システム」を㑅び㸪左メニューから「サウンド」のタ定を
㑅んで㸪下の᪉にある「サウンドコントロールパネル」をクリックする㸦図㸫㸴㸧㸬別ウインドウで㛤くので㸪

「㘓㡢」タブをクリック㸪その中に「ステレオミキサー」というのが↓ければᯟ内を右クリックして「↓効

なデバイスの⾲♧」を㑅ぶと出てくるので㸪その「ステレオミキサー」を再度右クリックして「᭷効」を㑅

択する㸦図㸫㸵㸧㸬ここで一᪦ OKボタンを押してサウンドのタ定に戻ったら㸪マイクの入力の᪉にこのステ
レオミキサーを㑅び㸪上の「マスター㡢㔞」と「マイクのテスト」インジケーターが両᪉れていたらタ定

完了である㸦図㸫㸶㸧㸬 

2.4 VoiceMeeter Bananaの⤂介 

前㏙のタ定では㸪PC⎔境によっては「ステレオミキサー」というᶵ⬟が↓い場合もある㸬そこで今回もう
一つ⤂介したいツールとして㸪́ VRLceMeeWeU BaQaQa 㸦́KWWSV://Yb-aXdLR.cRP/VRLcePeeWeU/baQaQa.KWP㸧という仮想
ミキサーソフトがある㸬㸱⣔⤫の≀⌮ⓗな入出力㸪および㸰⣔⤫の仮想入出力に対応し㸪ここでは使い᪉に

ついては割愛するが㸪インストール後㸪PCのサウンドタ定によって㸪パソコンのハードウェア㛵係なく再⏕
動⏬㡢声のループバックが可⬟となる㸬なお㸪このソフトを使うと㸪㸰つのマイクを一つにまとめて ZOOM
のマイク入力としたり㸪パソコンᫎ像㡢声のループバックにマイクからの㡢声を加えて㸪動⏬㓄信⏝ソフト

へ入れたりするなども可⬟であり㸪今回のᩥ字㉳こし作ᴗ以外の⏝㏵でも使える㸬 
 

3. 㡢声入力ツールを使ってのᩥ字㉳こしの実㝿 

3.1 動⏬ 

動⏬㸫㸯は㸪⚾が㐲㝸受ㅮ⏝に作った動⏬の㡢声をㄆ㆑させて

GRRJOe ドキュメント上に入力しているサンプル動⏬である㸬動⏬
をぢてわかるように㸪ㄗㄆ㆑はあるが㸪人によるキーボードのタイ

ピングではなかなか㏣いつけないぐらいの㏿さの喋り口ㄪでも十

分㏣い付いて入力できているのが分かる㸬 

                   
 図㸫㸱 マイクアイコン     図㸫㸲 㡢声入力待ᶵ≧態    図㸫㸳 㡢声ㄆ㆑している≧態 

       
図㸫㸴 㡢声デバイスのタ定①  図㸫㸵 㡢声デバイスのタ定②   図㸫㸶 㡢声デバイスのタ定③ 

 
 

動⏬㸫㸯 ツールを使ったᩥ字㉳こ
しの実㝿 
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3.2 動⏬への字幕の挿入について 

ᩥ字㉳こしをした後㸪動⏬に字幕をᤄ入するのに➹⪅が使⏝しているのは㸪 ´SXbWLWOe EdLW´
㸦KWWS://QLNVe.dN/VXbWLWOeedLW㸧と´XMedLa RecRde´㸦KWWSV://ZZZ.[PedLa-UecRde.de/㸧という 2 つのソフトウェア
㸦どちらもフリーソフト㸧である㸬 

SXbWLWOe EdLW は㸪「字幕ファイル」という㸪⾲♧タイミング㸦⾲♧㛫㸧や字幕の位⨨・フォントなどのタ
定がグ㘓されているファイルを作成するためのソフトウェアであり㸪今回のⓎ⾲の᪉ἲでᩥ字㉳こししたᩥ

❶をコピー&ペーストしながら㸪⾲♧タイミング・⾲♧㛫・場所などのタ定を⦅㞟するのに使⏝している㸬
動⏬のᫎ像をぢながら⦅㞟でき㸪かつ㸪㡢声Ἴ形の⾲♧ᶵ⬟があることで声が出る┤前のタイミングがつか

みやすく㸪㡢声Ἴ形を⠊囲㑅択して⦅㞟できるので㸪ẚ㍑ⓗᴦに字幕ファイルを作成できるという≉徴があ

る㸬 
一᪉㸪XMedLa RecRde はその字幕ファイルから動⏬に字幕を埋め㎸むためのソフトウェアであり㸪ᬑẁは

動⏬の容㔞㸦⏬㉁㸧をⴠとすために使っているが㸪動⏬への字幕の埋め㎸みのᶵ⬟もある㸬 
 

4. Googleドキュメントの㡢声入力ツールを使ってみて 

ここでは GRRJOe ドキュメントの「㡢声入力ᶵ⬟」を実㝿に使ったᩥ字㉳こしをしてみて㸪分かったこと㸪
個人ⓗにẼになったことなどを㏙べる㸬 

4.1 使いやすさ㸦使いにくさ㸧 

前㏙の㏻り㸪GRRJOeドキュメントは㸪インストールする必せがなく㸪Webブラウザ上で動くので㸪そのⅬ
では㸪使いやすいとはいえるが㸪Webブラウザ㸦厳密には GRRJOeドキュメント㸧⮬体がアクティブな≧態で
ないと㡢声入力ツールが作動しない㸦㡢声ㄆ㆑しない㸧ため㸪⏬㠃を切り᭰えてしまったときや㸪たまたま

別の⏬㠃がポップアップしてしまった場合でも㡢声入力はṆまってしまう㸬動⏬再⏕ボタンを押して㸪㡢声

が㛤始される前に急いでマイクアイコンを押さなければならならなかったり㸪別の作ᴗをしながらバックグ

ラウンドで㡢声入力作ᴗするということができなかったり㸪というところは不便であると感じた㸬 
また㸪GRRJOeドキュメント上で㡢声入力しつつ㸪同にㄗㄆ㆑したㄒ彙を手動修ṇするということはでき

ないため㸪一㏻り動⏬が⤊わるか㸪キリのいいところでṆめるまでじっと待っていなければならないという

ところも不便に感じる㸬 
4.2 㡢声ㄆ㆑⬟力 

➹⪅はこれまであまり㡢声入力を使ったことがなく㸪ẚ㍑できるものがないため㸪主ほにはなるが㸪いわ

ゆる᪥常会ヰで使うㄒ彙のㄆ㆑については㸪完ぺきとはゝえないものの㸪かなりṇ☜にㄆ㆑できているので

はないかと感じる一᪉㸪今回の例♧のように㸪実㦂の動⏬からᩥ字㉳こしをする場合は㸪⨨名や⸆品名の

ような㸪᪥常会ヰで使うようなㄒ彙でないものは㸪ㄗㄆ⋡が㧗くなる傾向にあるように思われる㸬市㈍の㡢

声入力ソフトの中には㸪使うほどㄆ㆑⢭度が上がる学⩦ᶵ⬟が付いているものもあるが㸪今回のこのツール

では学⩦ᶵ⬟はないため㸪その㒔度打ち┤して修ṇしなくてはいけない㸬 
また㸪᪥常会ヰで使うㄒ彙のㄆ㆑⤖ᯝについても㸪動⏬内でのヰし口ㄪやクセに左右される㸦➹⪅のよう

なά⯉がそれほどⰋくなく᪩口であればẚ㍑ⓗㄗㄆ㆑が多いようだ㸧のはもちろんのこと㸪動⏬の再⏕㏿度

でもㄆ㆑⤖ᯝが変わってくるように感じたので㸪今後㸪どのようにすればㄗㄆ⋡がῶってくるのか㸪Ⰽ々ヨ

してみたいと思っている㸬 
4.3 使⏝ブラウザによるㄆ㆑⤖ᯝの㐪い 

不思㆟なことに㸪同じ GRRJOeドキュメントを使っているにもかかわらず㸪使⏝ブラウザによって⤖ᯝが㐪
うということも分かった㸬図㸫㸷は㸪一᪉が GRRJOe CKURPe㸪もう一᪉がMLcURVRIW EdJeを使って㸪同じ動⏬
㒊分を㡢声入力させたものだが㸪このように㸪CKURPeでは句ㄞⅬが出ないのに㸪EdJeでは句ㄞⅬが出たり㸪
ㄒ彙も一᪉ではṇ☜にㄆ㆑しているのに㸪もう一᪉ではㄗㄆしたり㸪といったはっきりとした㐪いがブラウ

ザによって⌧れた㸬 
一᪉のブラウザのみㄆ㆑の⤖ᯝがⰋい㸦または悪い㸧となるわけでは必ずしもないようなので㸪場合によ

って使い分けをしたり㸪㒊分㒊分でⰋいとこ取りしたりする必せがあろう㸬 
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5. 動⏬に字幕をつける㝿のὀ意Ⅼ 

元の動⏬からᩥ字を㉳こして字幕を入れた動⏬を作る⾜Ⅽは㸪ⴭ作ᶒἲ上㸪元の動⏬の「」〇」にヱ当す

る㸬⮬㌟の完全なオリジナルの動⏬であれば問㢟ないが㸪他人が作った動⏬に字幕を付ける場合は㸪原則㸪

ⴭ作ᶒ⪅のチㅙが必せになる㸬「⫈ぬ㞀害⪅が利⏝する┠ⓗ」として一㒊例外はあるが㸪それでもἲ令で定め

られたタが字幕を付ける作ᴗを⾜わなければならないことが定められているので㸪字幕をつけた動⏬を作

成する㝿は㸪その動⏬のⴭ作ᶒに十分にὀ意して⾜わなければならない㸬 
 

6. おわりに 

2022年 3᭶⌧在㸪TeaPVでは㸪᪥ᮏㄒを含む多ゝㄒ対応のトランスクリプション㸪いわゆるᩥ字㉳こしの
ᶵ⬟が᪤に実されており㸪ZRRP でも᪥ᮏㄒ対応のトランスクリプションᶵ⬟の実が今後予定されてい
るため㸪動⏬のᩥ字㉳こしのやり᪉の㑅択⫥は今後増えていくと思われる㸬 
᪂型コロナウイルス感ᰁの影㡪が低ῶされ㸪ᤵᴗ・実㦂の㐲㝸受ㅮ⏝動⏬を作成しなくてもいい≧ἣに

なることをᮃむばかりではあるが㸪その一᪉㸪このコロナ⚝での⤒㦂から㸪動⏬をはじめとしたデジタルᩍ

ᮦの᭷┈さも実感した㸬今後も㸪㏻常の対㠃ᤵᴗ・実㦂に何らかの形でデジタルᩍᮦを取り入れたスタイル

は⥆くのではないかと思っている㸬今後もこのような⤒㦂・▱㆑は⭉らせないように✚し㸪⮬㌟が担当す

る実㦂・実⩦にάかしていけるよう㸪心がけていきたい㸬 

 
図㸫㸷 ブラウザによるㄆ㆑⤖ᯝの㐪い㸦2例㸧 
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愛媛大学工学㒊等技術㒊活動報告㞟 VRO.21(2021) 

 

➨ 21回工学㒊➼技⾡発⾲会㛤催報告 
 

技⾡発⾲実施委員会 

委員㛗   本㒓 友哉    㸦化学・材料⣔技⾡班㸧 

副委員㛗  田中 正浩        㸦実⩦工場技⾡班㸧 

委員     横田 温㈗㸦機械・環境建タ⣔技⾡班㸧 

委員     丹下 和樹㸦㟁気㟁子・情報⣔技⾡班㸧 

委員      十河 基介       㸦工学共㏻技⾡班㸧 

委員      㙊田 浩子  㸦⮬然科学⣔㸭副技⾡㛗㸧 
 

1㸬 はじめに 

 工学㒊等技術㒊は㸪「第 21回工学㒊等技術㒊技術発表会」を㛤催した㸬この技術発表会は㸪技術職員が携
わっている教育及び研究支援業務から習得した知識や経㦂㸪技術㛤発を発表することにより㸪技術職員相互

の技術交流を深めること及び職員個人のプレゼンテーション能力を㧗めることを目的として平成 13 年度か
ら毎年㛤催されている㸬 
 

2㸬発⾲会について 

 今年度の発表会は㸪新型コロナウイルス感染症対策のため㸪前年度と同様㸪PRRGOHコースを利用した発表
動画の視聴による㠀同期型オンライン形式に変更し㛤催した㸦図㸫㸯㸧㸬㛤催期㛫は動画視聴と質疑応答を考

慮し㸪令和 3年 12月 7日〜12月 17日の 9日㛫とした㸬 
 㧗橋寛工学㒊㛗㸦工学㒊等技術㒊㛗㸧の㛤会挨拶に始まり㸪7 件㸦本技術㒊 5 件㸪徳島大学 1 件㸪㤶川大
学 1件㸧の発表が行われた㸬 
今年度は㸪質疑応答においてMLFURVRIW FRUPV㸦以下 FRUPVとする㸧を使用した㸬㠀同期型の形式では㸪質

問が投稿されたことに発表者が気づかず㸪回答が㐜くなり㸪結果的に質問から回答までの時㛫がかかる傾向

にあるが㸪FRUPVにMLFURVRIW PRZHU AXWRPDWHを組み合わせることで㸪FRUPVで質問が投稿されると直ちに該
当の発表者へメールによる㏻知が自動的になされるようにし㸪回答までの時㛫を減少させることができた㸬 
それぞれの発表について活発な質疑応答がおこなわれ㸪質問やコメントを㏻して有意義な発表会となった㸬 

 

3㸬アンケートの実施について 

前㏙の㏻り㸪今回の発表会で㸪前年度に続けて 2度オンライン㸦㠀同期㸧で実施したことになる㸬それ以
前は対㠃での実施しか行っていなかったため㸪対㠃とは㐪った発表形式に対する感想や㸪今後の実施形態に

対する考えを伺うべく㸪参加者㸦ただし、学内外の技術職員㸧にアンケートを実施した㸬なお㸪発表者アン

ケートでは今回の技術発表会に㛵しての意見を伺ったのに対し㸪聴講者に対しては㸪主に今後の実施に㛵し

ての意見を伺っている㸬 
3.1 発⾲⪅アンケート 

発表者用アンケートの結果を別紙㸯に示す㸬これら結果をみると㸪発表者に対しては㸪今回の PRRGOHでの
発表形式や㸪㛤催時期に対して㸪おおむね問㢟なく受け入れられていたようである㸬発表者募㞟時には㸪既

に今回の発表形式や㛤催時期を示していたことから㸪発表者はそれを理解したうえで応募した㸪ということ

もこのアンケート結果につながったと思われる㸬 
3.2 ⫈ㅮ⪅アンケート 

聴講者用アンケートの結果を別紙㸰に示す㸬発表形式・㛤催時期に対して㸪様々な意見が得られたが㸪発
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表形式では㸪前㏙の発表者アンケートの結果とは異なり㸪「可能な㝈り対㠃で行った方が良い」と感じている

人が比㍑的多い結果となった㸬 
 ただ㸪これはあくまでも聴講する側としての意見が多く含まれると思われ㸪この結果を反映した形で発表

会を実施したとしても㸪ここ数年の「発表者数の減少」や「発表者の固定化」といった課㢟の解消につなが

るとは㝈らない㸬アンケート結果においても「感染症の流行に㛵係なくオンラインでの㛤催もいい」と感じ

た人も一定数居ることから㸪ハイブリッドの形を取ったり㸪年度によって形式を変えたりと㸪委員会の負担

も考慮しながら㸪様々な発表形式を検討してもいいかもしれない㸬 
 

4㸬 おわりに 

技術発表㛤催にあたり㸪様々なご協力をいただきました㛵係各位に厚くお礼申しあげます㸬 

 

 

 
図㸫1 技術発表会 PRRGOHコースの一㒊 
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（別紙㕱） 

発表会アンケート（発表者向け）結果 
回答者：㕷人（発表者全員） 

 

㕱．今回の発表方法（moodleによる非同期型のオンライン）についてどうだったか 

a. 今回のሑሓ（オンライン：moodleによるᅋ၍期型）でၟにኴ༎なかった   ・・・ 6 名 

b. ZOOMや Teamsなど၍期型のオンラインで行うሑがよかった  ・・・ 1名 

c. 時期をずらしてでもなるべくኜ形式のሑがよかった    ・・・ 0 名 

 

㕲．今回の質疑応答の方法（Forms を使った募集）について，発表者のጵ場からの意見や気づいた点・改善して

ほしい点など（自ዡ記述・一部抜粋） 

・ 昨Ⴉဗのሑ式では，質ኴがဨ稿されても브者にྫྷཐがなかったため，ときどき moodle を見に行くᅢጅが

あった．今Ⴉဗはྫྷཐがるのでፕかった． 

・ 質ኴにする回းᇌを作成している間に，ᇠの人から၍じような質ኴをされることもあったので，質ኴがあった

時で，質ኴᇌのみ๐に掲載してもよかったかもしれない． 

・ 回း更新後に誤字༨字に気がᆋいた際にうまく修正できないことがあったので，可Ⴗならば브者もྞ接回း

のアップロードができるようにしてもいいかもしれないと思いました． 

・ 時間差があるとᆋ随する質ኴがしにくいのではないかと思いました． 

・ 브者の自ዡဗが高く，資ፍを参照しながら၌画なども含め，ོႥな回းができたは，質ኴ者やྐ講者のጫ

解ဗを高められたと感じています．  

 

㕳．今回の開催時期を，実施形式・発表者の準備期間などを考ፄし 12月上旬中旬にしたことについて 

a. 今回の開催時期でၟにኴ༎なかった     ・・・ 7 名 

b. ་学့の夏休み期間ཨ（㕸㕹月ごろ）で行うሑがよかった   ・・・ 0 名 

c. ་学့の春休み期間ཨ（㕳月ごろ）で行うሑがよかった   ・・・ 0 名 

 

㕴．今回，申込締切日から発表会開催日までዃ 2か月準備期間を設けたが，その長さについて 

a. もっと༽くてもよかった  ・・・ 1名 

b. ちょうどよかった  ・・・ 6 名 

c. 準ᅏ期間が໑りなかった ・・・ 0 名 

 

㕵． その他，感想，発表者として気になった点，改善してほしい点など（自ዡ記述・一部抜粋） 

・ 初めて自ᇀで၌画を撮影・ᇨ集してᅋ၍期型브を行いましたが，案ၾや Moodle の使いሑなどがわかりや

すく，スムーズに브をすることができました． 

・ 브者にとっては၌画を準ᅏする手間がໃえるが，ྐ講のしやすさや，質ኴのしやすさを考えると，コロナに関

係なく，ᅋ၍期のオンライン形式で行うのもいいかもしれないと思いました． 

・ 技術브は自ᇀの仕事を記Ꭹとしてまとめる．また，見えづらい技術職員の仕事をཐってྚく་切な機会だと

考えています．ቚႩ，ၝဥ་学，香๖་学から브参加も含め，積極にご参加ྚいています．ၟに学ၾのሑ

よりもくのሑ々からご質ኴྚいており，質ኴၾዴから学ぶ意ግを感じ，見識の深いコメントをྚくことで，技

術交ጺにする意識の高さを感じています．これからも브会が四国管ၾの技術職員の交ጺの場として་切

に継໗してྚきたいと思います． 

・ オンライン式は၌画をዿ意する手間はあるものの，事に見ᇪして修正できるので，個人にはこちらのሑ式

のほうが好みです．おᅀれさまでした． 

・ スケジュールのアナウンス（႘࿘決࿊済み）のものが，メールでほしかった． 

・ ኜのᆲ活に期してます． 
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（別紙 2） 

発表会アンケート（聴講者向け）結果 

回答者：㕳㕳（技術部㕲㕲，本学内他の技術職員組織㕲，学外の技術職員組織㕹） 

 

㕱．今後実施するにあたり，どのような実施形式がいいと思うか？ 

a. 可Ⴗな限りኜで，新型コロナጺ行時にはオンライン（moodleのようなᅋ၍期型）で行ったሑがፕい 

・・・ ９ 名 

b. 可Ⴗな限りኜで，新型コロナጺ行時にはオンライン（Teams, Zoomのような၍期型）で行ったሑがፕい 

・・・ ９ 名 

c. 新型コロナのጺ行に関係なく，オンライン（ᅋ၍期型または၍期型）で行ったሑがፕい  ・・・ 1０名 

d. その 

・ ኜ＋オンラインのハイブリッド 

・ ኜでできなければ技術ሇ告集形式の掲載でよいのでは 

・ 可Ⴗな限りኜで行うことがやはりሰましいと思う．ただ，機関，་学から브される場合，ဒ合によ

りሞがႍしいこともある．この場合，moodle や Teams といった手ཌを取るというのも一つの手では

ないかと思う． 

 

㕲．今回の質疑応答の方法（Forms を使った募集）について，聴講者のጵ場からの意見・気づいた点・改善して

ほしい点など（自ዡ記述・一部抜粋） 

・ 質ኴ受ᆋ期間がྙく，質ኴ数の制限もないため，とても質ኴしやすかった． 

・ 質ኴから回းまでに時間がかかるのは少しᄩわしいと感じたが，の人のも含め質ኴのၾዴと回းがいつでも

見れて브ၾዴのጫ解を深めることができると感じました． 

・ 質ኴにしての回းの際に質ኴ者員が意見を出し合って確Ⴁできる場があればいいかなと思いました． 

・ リアルタイムではありませんので，議Ꭺを深めていくのはႍしいかと思います．༤し，オンラインにした場合は，参

加者の確ᇱがႍしいかと思いますので，開催໊のᆟ༶をあまり考ፄせずに可Ⴗであるなら，ᇏዿ型がጫມかと

思います． 

・ いつでも質ኴできるというメリットがありましたが，逆に브の質から外れるようなことに関しては(公開され

ることもあり，)ᇍきにくいというデメリットを感じました．Zoom などによるオンライン၍期型で，会期ཨのいずれ

かの႘に質ኴ時間の็࿊(30ᇀ1時間࿘ဗ)があれば，活ዿしたいと思いました． 

・ 質ኴを主催者໊で整ጫする手間がかかり，のሑが၍じような質ኴをしているかわからないので，可Ⴗならリ

アルタイムにᄗ映させるWeb上のコメントのような形がሰましい． 

・ 今回のᇌኜによる質疑応းでは，質ኴや回းをᇌ章に起こすことで，より意ታのとおりやすいၾዴに推ើする

ことができるᄗኜ，回းにするྩ加質ኴをしたい場合など，どうしてもやり取りに時間差が生じ，細かなの再

確Ⴁがしにくいኜもあり，一ྙ一༽あるという感ມを持ちました． 

 

㕳．今後実施するにあたり，開催時期はどの時期がいいと思うか． 

（） 

㕸月㕹月（་学့

が夏休みの時期） 

㕱㕱月ごろ 㕱㕲月ごろ 㕳月ごろ（་学့が春

休みの時期） 

その※ 

ኜで行う場合 27 1 1 2 1 

オンライン（၍期

型）で行う場合 
19 3 4 5 1 

オンライン（ᅋ၍期

型で行う場合 
8 3 14 2 5 
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※ 「その」の記述 

・ オンラインでᅋ၍期型というのであれば，実施時期というのはそのႩဗのဒ合に合わせた時期でኴ༎ないと

考える 

・ ኜと၍期型オンラインについては夏休み・春休みのころが個人にሰましいが，の研究会などの関係も

あり，Ⴔましい．12月ころが次でሰましいので，現状のままでいいと思う．ᅋ၍期型に関してはいつでもよ

い．原稿作成や၌画作成の時間が取れるタイミングなので 11 月ごろか 12 月ごろがよいのではないだろう

か． 

・ ᅋ၍期では，空いた時間に見ることができるのでいつでもፕいと思う． 

・ ᅋ၍期の場合は 1, 2, 4月以外のどこかであればよいです． 

 

㕴． その他発表会全般に関する意見（自ዡ記述・一部抜粋） 

・ 技術職員の業ኃ形も岐にわたりますので，オンライン開催ならそれぞれの空き時間にྐ講，質ኴできるᅋ

၍期型が，今回の技術브会のような催しには向いていると感じました．そのぶんレスポンスの໒さは犠牲に

なりますが，ある࿘ဗ時間をかけて質疑応းのᯊቹなやりとりができるメリットのほうがそれを上回ると思いま

す． 

・ オンラインになり，参加しやすいと積極にྐ講参加する人もいれば，参加しないሑもいる．ኜなら参加して

もらえるのは브会に興ታがあるのではなくຎ織としてのイベントだから参加しているのだろうか．また，브

者としては技術，ၾዴにもハードルが上がっているし，出྅にいくというモチベーションもなくなるので，少

なくなっていくのかなと思います．学ၾの브という形では参加しやすいとは思いますが，学外からという観

ではኜがいまのところፕいのかなと思います．交ጺも広がりにくいですし・・・． 

・ 基には，브もྐ講も時間に計画がጵてやすいᅋ၍期型がሰましいとは思うが，人材育成にኬを向け

ると၍期で実施したሑが，いわゆるኬ下な授業で学生さんະ手にᎭす（브する）以上の緊྅感や一ᄇ勝ᆟ

なဗ胸をጊうことが出るのかなとは思う． 

・ 従のኜ式による브形式もፕいとは思いますが，ᅋ၍期式による브であれば，브者໊と視ྐ者໊ຖ

ሑのᆟ༶が少なくてፕいと感じました． 

・ 브会を継໗に開催することは何かと་ᇥかと思いますので，可Ⴗなᄧ囲で少しずつ改を図る形でፕい

かと思います． 

・ 学ၾからႺ学ᆪや医学ᆪの技術職員のሑ々にもぜひご参加（브）いただきたいです． 

・ ኜ・オンライン関係なく，今回のような質ኴや回းをᇌ章でやり取りする場がዛってもいいかも，と思いまし

た． 

・ 出྅ፅᅉ့の制限を考えれば，技術，業ኃፘに可Ⴗであればハイブリット形式で実施できればよりくのሑ

の参加が可Ⴗになるのかと思いました． 
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愛媛大学工学㒊等技術㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 

 

 

令和㸱年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員研修 
－電気・電子系，土木・建築系，情報系分野－ 

 
機械・環境建設系技術班 玉岡 亮一 
電気電子・情報系技術班 新谷 公平，丹下 和樹 

 
主    催㸸一般社団法人国立大学協会中国四国支㒊 

国立大学法人徳島大学 
独立行政法人国立㧗等専㛛学校機構㜿南工業㧗等専㛛学校 

研修期㛫㸸令和 3年 8月 25日㸦水㸧㹼8月 27日㸦㔠㸧 
    㛤催方法㸸THDPVを用いたオンライン㛤催 
 

1. 目的 

 中国・四国地区国立大学法人及び独立行政法人国立㧗等専㛛学校機構の技術職員相当の職にある者に対し

て㸪その職務㐙行に必せな基本的㸪一般的な知㆑及び新たな専㛛知㆑㸪技術等を習得させ㸪職員としての㈨

㉁の向上を図ることを目的とする㸬 
 

2. 参加状況 

 今回の研修には中国・四国地区国立大学法人及び独立行政法人国立㧗等専㛛学校の 16機㛵から 36名が受 

ㅮした㸬工学㒊等技術㒊からは機械・環境建タ系技術班と㟁気㟁子・情報系技術班から 3名が受ㅮした㸬 

 

3. 研修内容 

第 1日目午後と第 3日目午前には全体ㅮ義が行われ㸪第 2日目は分㔝別実習が行われた㸬各受ㅮ者の分㔝
別実習について内容と感想は以下の㏻りである㸬 
・土木・建築系㸸被災建築物応急危㝤度判定カ練㸦受ㅮ者㸸玉岡 亮一㸧今回の研修内容は有事㸦㟈災㸧の
㝿に活用されるものなので㸪活用されないに㉺したことはないが㸪日㡭からの危機管理・㜵災の意㆑の向上

につながる㸬特に㸪愛媛大学城北地区は周㎶の土地利用的に」数の学校・病㝔に㞄接していることもあるた

め多くの㑊㞴者・㍍症者の受け入れ場所として提携されていると思われるため㸪今回の研修内容の効果は㠀

常に大きい㸬 
・情報系㸸技術発表会とインシデント対応ワークショップ㸦受ㅮ者㸸新㇂ 公平㸧自㌟も発表者として参加
し㸪発表準備や㉁疑応答等を㏻じて知ぢを深めることができた㸬またインシデント対応ワークショップでは

セキュリティベンダからㅮ師を招いて㸪実㝿に大学で㉳きうるセキュリティインシデント対応について学ぶ

ことができ㸪有意義な研修であった㸬 
・㟁気・㟁子系㸸LEDのヨ作㐣程とクリーンルームのタ備紹介㸦受ㅮ者㸸丹下 和樹㸧学生実㦂のㅮ義で㸪
LEDの㟼特性のテーマを担当している㸬実㝿の〇㐀㐣程やホ価手㡰を動画で学習することで㸪座学で勉強
したことが⿵強されたと思う㸬ヰの引き出しが増え㸪より分かりやすく学生に伝えることができた㸬 
 

4. まとめ 

 本研修は㸪職員として求められる一般的知㆑㸪各分㔝の専㛛的知㆑まで幅広い㢟材が取り上げられてお

り㸪今後の業務に繋がる新たな知ぢを得ることができた㸬最後に本研修の受ㅮにあたり㸪ご尽力いただきま

した㛵係各位に御礼申し上げます㸬 
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愛媛大学工学㒊等技⾡㒊活動報告㞟 Vol.21(2021) 
 

 

「ぶ子で㐟ぼう㸟女技の夏のオンラインサイエンス 2021」参加報告 
 

副技⾡㛗 㔜松 和恵㸪㙊⏣ ᾈ子 
化学・材料⣔技⾡⌜ 森 㞞⨾㸪山本めぐみ㸪Ṋ市 有Ⳁ 
実⩦工場技⾡⌜ 内⏣  子 
⮬↛⛉学⣔技⾡⌜ ┠島⏤⣖子㸪小す ⌮実 

 
 

1. はじめに 

 今回㸪工学㒊等技⾡㒊女性技⾡⫋員有志 8名が大㜰大学㒊局横断型女性技⾡⫋員ネットワーク主催の「ぶ
子で㐟ぼう㸟女技の夏のオンラインサイエンス 2021」のㅮ師として協力した㸬これは㸪全国の女性技⾡⫋員
が㐃携する初めての企画となり㸪全国の大学・工業㧗等専㛛学校の協力を得て女性技⾡⫋員がㅮ師を務め㸪

参加⪅も広く募るなど全国つ模で執り⾜われたものである㸬 
 

2. 実施概せ 

 日時等の実施概せを示す㸬 
・ 日 時㸸令和 3年 8月 3日㸦火㸧㸪17日㸦火㸧のそれぞれ 2回㸦13時㹼㸪15時㹼㸧 
・ 形 式㸸メイン会場は大㜰大学基礎工学科㸬各大学・工業㧗等専㛛学校に会場をタけ㸪オンライン   

㸦Zoom㸧で参加⪅とつなぐ形式 
・ 対 ㇟㸸全国の小学 3年生㸪4年生のぶ子 160 組を先着㡰  
・ 参加㈝㸸無料㸬ただし、インターネット接続環境は各⮬で用意㸬Zoomを使ったオンラインでの 

    科学イベントのため㸪保ㆤ⪅の方とペアでの参加をお㢪いする 
・ 内 容㸸一⥴に分光シートを使った分光筒を作成し㸪光をほ察㸬その後クイズ等を⾜い㸪光に対す 

る理ゎを㐍める 
・ 班分等㸸ㅮ師 2 名とぶ子の参加⪅ 2 組を 1グループとする 
・ その他㸸共同プレスリリース㸦大㜰大学フォーマットによるもの㸧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図㸫㸯 夏のオンラインサイエンスの HP㸪及び㸪協力した大学・工業㧗等専㛛学校 
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3. 事前打ち合わせ・‽備 

3.1 事前打ち合わせ➼ 

6月に 3回㸪各 1時㛫程度㸪オンラインでㅮ師側の全体打ち合わせを⾜った㸬また 7月に 2回㸪リハーサ
ルを⾜い㸪当日の流れを掴んだ㸬実㝿に作成する分光筒の用紙は事前に㓄布された㸬 
3.2 愛媛大学側の‽備 
工学㒊事務ㄢにおいては㸪大㜰大学側からの協力依㢗書を元にㅮ師として協力するためにご尽力を戴いた㸬 
また㸪⥲務㒊広報ㄢにおいては㸪共同プレスリリースに㛵すること・愛媛大学の紹介動画作成のための写

真提供といった協力をいただいた㸬 
今回は初めてのヨみとゝうことで㸪不測の事態が生じた㝿にも的確に対処できるよう㸪㞄接する 4㒊屋を
拝借させていただくため各コースに利用申ㄳをした㸬  
 当日のタイムスケジュールや担当に㛵することなどの大㜰大学から㏦られてくる㈨料㸪各⮬で作成した㈨

料など㸪必せなことは全て OneDriveで共有することとした㸬その他必せに応じて㸪打ち合わせを⾜った㸬 

4. 当日の様子 

 当日はこども㐩のインターネ

ット環境のトラブル(㡢声が出
ない・映像が出ない)や㸪㐃絡無
しでのキャンセルが出る中㸪本

㒊と Slack を使って㐃絡を取り
ながらㅮ座を㐍めた㸬実㝿の参

加人数は㸪次の㏻りである㸬 
1) ㅮ師㸸58 名㸪当日オペレー
ション 4名㸪合ィ 62名 
2㸧参加したこどもの数 
8/3 1回目 35名/㸦41名予定㸧 
8/3 2回目 38名/㸦41名予定㸧 
8/17 1回目 34名/㸦40名予定㸧 
8/17 2回目 38名/㸦41名予定㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
                            
                              
ㅰ㎡㸸今回のイベント参加にあたり㸪大㜰大学㒊局横断型女性技⾡⫋員ネットワーク及び愛媛大学㛵係各㒊㸪

その他㛵係各位に対し㸪多大なご尽力をいただいたことに対して感ㅰ申し上げるとともに㸪会場使用につい

て協力㡬いた社会基盤工学コースにㅰ意を⾲す㸬 

図㸫㸰 各班の様子 

図㸫㸱 準備の様子(演⩦室) 図㸫㸲 ㅮ師㞟合写真 
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愛媛大学工学㒊等技⾡㒊活動報告㞟 VRl.21(2021) 

 

令和㸱ᖺᗘ中国・四国地区国❧大Ꮫἲ人➼ 
ᢏ⾡⫋員⤌⧊マネジメント◊✲会報告 

 
 

ᢏ⾡㛗 ᐑ⏣  
 

主    催㸸一⯡社団法人国立大学協会中国四国支㒊 
     国立大学法人徳島大学 
     独立⾜政法人国立㧗等専㛛学校機構 㜿南工業㧗等専㛛学校 
研修期㛫㸸令和 3年 8月 26日㸦木㸧㹼8月 27日㸦㔠㸧 

    研修会場㸸ZRRmによるオンライン㛤催 
 

1. はじめに 

本研究会は㸪技⾡組織として㸪創㐀的な技⾡㛤発㸪技⾡⫋員㛫の技⾡伝承を推㐍し㸪業務の効率化㸪多様

化㸪人員削減㸪予算削減等に対応した次世代の人材⫱成㸪研修等を積極的に企画㸪技⾡組織の⮬律した創㐀

力のある「技⾡教⫱研究活動」と学生㸪学内外・地域等への献㌟的な「技⾡支援活動」を各機㛵で組織マネ

ジメントできる体制強化に㈨することを目的とする㸬 
 今回㸪国立大学法人 8機㛵㸪㧗等専㛛学校 11機㛵からィ 40名の参加があった㸬当技⾡㒊からは 1名㸦宮
田㸧が参加した㸬 
 

2. ◊✲会の内ᐜについて 

 2.1 1᪥┠㸦8᭶ 26᪥㸧 

ㅮ義Ⅰ㸦マネジメント㸧として㸪以下の㢟目・ㅮ師によってㅮ義が⾜われた㸬 

「コーチングスキルの習得」「目標の明確化と㑅択⫥の創㐀」「㒊下へのアプローチ方法」(ロールプレイン

グ) 

株式会社㈼嶺 代⾲取締役 山岡哲也氏 

2.2 2᪥┠㸦8᭶ 27᪥㸧 

全体ㅮ義Ⅰ㸦ハラスメント㸧として㸪以下の㢟目・ㅮ師によってㅮ義が⾜われた㸬 

「パワハラ㜵止法のせ点と対策」 

 徳島大学キャンパスライフ健康支援センター 総合相ㄯ㒊㛛副㒊㛛㛗 井ノ崎敦子ㅮ師 

その後㸪各校代⾲者発⾲㸦業務の現状等㸧として㸪徳島大学と㜿南工業㧗等専㛛学校から発⾲があった㸬 

 

3. ◊✲会に参加して 

 1日目のコーチングに㛵するㅮ義においては㸪ティーチングとの㐪いや傾⫈のポイント㸪帰納法と演繹法㸪

㉁問の使い分け㸪目標の明確化等㸪これまでほとんどゐれる機会のなかった㸪⫋員マネジメントに㛵するさ

まざまの新たな知ぢを得ることができた㸬 

 2 日目のパワハラ㜵止に㛵するㅮ義においては㸪アサーティブ・コミュニケーション㸦⮬分と相手㸪両方

の立場㸪価値ほをㄆめる㸧の㔜せ性㸪またその㐣程で対立が生じた場合の対処法㸪「㐪いは不仲のドでも⬣威

でもなく㸪率直なコミュニケーションの出発点」という考え方を学ぶことができた㸬 

 

ㅰ㎡㸸本研究会に参加するにあたり㸪主催校の徳島大学と㜿南工業㧗等専㛛学校㸪そして本学の事務ㄢ㛵係

各位に便宜を図っていただいたことに対し感ㅰいたします㸬 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 Vol.21(2021) 

令和 3年度 機器・分析技⾡◊✲会 in 山口宇㒊 参加報告 
 

副技⾡㛗       㙊⏣ 浩子 
機械・環境建タ技⾡班  横⏣ 温㈗ 
実⩦工場技⾡班     ⏣中 正浩 

        化学・材料⣔技⾡班  森 㞞⨾ 
山本 めぐみ 

 
主    催㸸山口大学 
㐠  営㸸令和 3年度 ᶵ器・分ᯒ技⾡◊✲会 in 山口宇㒊 実⾜委員会 
◊修ᮇ㛫㸸2021年 9᭶ 9日㸦ᮌ㸧㹼10日㸦㔠㸧 

    ◊修会場㸸山口大学㸦WebE[㸧 
 

1. はじめに 

 ᮏ◊✲会は㸪全国の大学・㧗専及び大学共同利⏝ᶵ㛵に所属する技⾡⫋員がᶵ器・分ᯒの技⾡に㛵した◊

✲Ⓨ⾲やάⓎなウㄽを㏻じて㸪⮬己◊㛑と技⾡の向上㸪技⾡⫋員┦互の交ὶを図ることを┠ⓗにẖ年㛤催さ

れている㸬2021年度分子化学◊✲所 ᶵ器・分ᯒ技⾡◊✲会に工学㒊➼技⾡㒊から 5名出席したので㸪その
内容について報告する㸬 
  

2. 参加状況と全体の様子 

 全国の国❧大学㸪㧗専及び大学共同利⏝ᶵ㛵より㸪⣙ 400人の技⾡⫋員が参加をした㸬≉別公₇や㸪基ㄪ
ㅮ₇㸪シンポジウム㸪オンラインⓎ⾲では 35件のⓎ⾲があった㸬シンポジウム公₇では㸪労安に≉化した内
容であった㸬オンライン㛤催であると参加しやすいためか㸪参加⪅が多かった㸬 
 

3. ◊修内容 

3.1 主なプログラム 
1日┠ 
1.≉別企⏬ 『◊✲や展♧で役❧つᶆᮏ作成ἲ』 
下㛵市❧⮬↛史博≀㤋 ㇏⏣ホタルの㔛ミュージアム 川㔝敬介Ặ 

2.基ㄪㅮ₇ 『『宇㒊方式』を SDGsᮍ᮶としにάかす』 
  NPOἲ人 うべ⎔境コミュニティー ⌮事㛗 山口大学名教授 ᾋ⏣ṇ夫Ặ 
3.労安シンポジウムㅮ₇① 『危ᶵ⟶⌮㸦㜵ⅆ・㜵⅏㸧の取り⤌みについて』 
  大㜰大学大学㝔情報⛉学◊✲⛉ バイオ情報工学専攻 大倉㔜Ặ 
 
2日┠ 
1. オンラインⓎ⾲① 㸦前半㸸奇数␒号㸧 
2. オンラインⓎ⾲② 㸦後半㸸偶数␒号㸧 
3. 労安シンポジウムㅮ₇② 『労働安全⾨⏕の取り⤌みについて』 
   ᰴ式会♫ UBE⛉学分ᯒセンター取⥾役分ᯒ㒊㛛㛗 倉⏣ⱱ夫Ặ 
4. 労安シンポジウムㅮ₇③ 『二㓟化Ⅳ⣲⃰度モニターの作成について』 
   山口大学 ⥲合技⾡㒊 ⏣内康Ặ 
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3.2 ◊修内容ヲ⣽ 

1日┠ 
≉別企⏬の㇏⏣ホタルの㔛ミュージアムの川㔝先⏕は㸪ミュージアムの❧ち上げから㛵わり㸪㤋㛗でありた

だ一人の学ⱁ員である㸬この施タは㸪低予⟬ながら㸪下㛵市で唯一᮶㤋数を伸ばしている施タである㸬その

⌮⏤は㸪川㔝先⏕の工夫した展♧の仕方や㸪ホタルミュージアムという名前にこだわることなく㸪その他多

くの⏕き≀の≉㞟を他では㢮をぢない仕方で⾜っているⅬにある㸬ᶆᮏにするときに◚壊されてしまいゎ᫂

されてこなかった動≀の⾜動の⌮⏤が判᫂した例もある㸬ホタルを C Tで撮影し㸪それを㸱Dプリンターで
再⌧することによって㸪㠀◚壊での内㒊ᵓ㐀のほ察に成功した㸬創意工夫で必せな器具や⨨を〇作し㸪⤖

ᯝを得るところは㸪技⾡⫋員と共㏻する㒊分だと感じた㸬 
基ㄪㅮ₇の内容は㸪⛉学⏘ᴗが┒んな宇㒊市では㛗らく公害問㢟に取り⤌んでおり㸪そのノウハウを⏕か

し㸪宇㒊市が SDGsᮍ᮶㒔市ㄆ定を受けたということであった㸬 
労安シンポジウム①では㸪コロナ⚝での安全教⫱の工夫Ⅼと㸪実㝿のⅆ事を㢟ᮦにして㸪ⅆの周り方のㄝ᫂

があった㸬㜵ⅆ扉の㔜せ性や㸪ⅆ事が実㝿㉳きた㸪内㝵ẁより外㝵ẁの使⏝㸪ⅆの周りは上下方向がᶓ方

向の 6倍ほど早いこと➼㸪実㝿の㑊㞴で役に❧つヰがたくさんあった㸬  
 
2日┠ 

 オンラインⓎ⾲では㸪分ᯒセンターの㐠営方ἲなどの共㏻のテーマのものが多くの参加⪅がいた㸬また㸪

これからの技⾡⫋員のあり方を問うⓎ⾲もあった㸬◊修への取り⤌み➼㸪大学によって㸪技⾡⫋員の❧ち位

⨨や在り方が大きく㐪っていた㸬 
 Ⓨ⾲もポスターベースのものと㸪パワーポイント➼でしっかりⓎ⾲㈨料を作っているものとがあった㸬ポ

スターベースのものは㸪5 分⛬度でㄝ᫂も⤊わり㸪あとは㉁応⟅であったが㸪パワーポイントでしっかり
作っているものは㸪Ⓨ⾲㛫が 20分以上あるものもあった㸬このセクションのὶれは対㠃でのポスターセッ
ションのように⮬⏤に⾜き᮶できるようなものであったが㸪一つのテーマで 50 人以上が参加しているもの
もあった㸬 
 労安シンポジウム②は㸪労働安全⾨⏕の取り⤌みの一つとして㸪ガラス器具の安全教⫱などの取り⤌みに

ついてのヰがあった㸬ヒヤリハットを᭩くことの徹底を⾜っていることが㸪㔜大事故の抑制に⧅がっている

とのことで㸪初めは収㞟にⱞ労したが㸪慣れてくれば㸪ⓙ提出してくれるとのことであった㸬愛媛大学では

ヒヤリハットの徹底は⌧在⾜われておらず㸪今後のㄢ㢟と感じた㸬 
 労安シンポジウム③の二㓟化Ⅳ⣲モニターについては㸪愛媛大学でも取り⤌んでいる内容で㸪換Ẽすると

冷ᬮ房効⋡が悪くなる➼コロナ⚝の共㏻のㄢ㢟がある㸬 
 

4. 所感 

⚾にとって㸪初めてのオンライン◊✲会であったので㸪オンラインⓎ⾲ではどのように回れば㸪⮬分の⪺き

たいヰがたくさん⪺けるのかを⤌み❧てるのが㞴しかった㸬 
 対㠃では㸪グループでディスカッションすることができるが㸪オンラインでは㸪一対一になってしまう➼

άⓎな㆟ㄽには㸪ㄢ㢟を感じた㸬 
  
ㅰ㎡㸸ᮏ◊✲会の㛤催ᮇ㛫のⓙᵝに感ㅰの意を♧すとともに㸪参加に対してご㓄慮いただいたᮏ学㛵係⪅に㸪 
この場をお借りして㸪厚く御♩を⏦し上げます㸬 
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ឡ媛大学工学㒊➼ᢏ⾡㒊ά動報告㞟 VRl.21(2021) 

 

建⠏・土ᮌ⣔技⾡⫋員 MLタぢ学会㸦オンライン㸧参加報告 
 

ᶵᲔ・⎔境建タ⣔技⾡⌜ 川口 㝯 
 

主    催㸸ᘓ⠏・土ᮌ⣔ᢏ⾡⫋員ML 
㛤 催 ᪥㸸➨ 1回・令和 3ᖺ 9᭶ 17᪥㸦㔠㸧㸪➨ 2回・令和 4ᖺ 3᭶ 9᪥㸦Ỉ㸧 

 

1. 建⠏・土ᮌ⣔技⾡⫋員 MLについて 

 ᘓ⠏・土ᮌ⣔ᢏ⾡⫋員 MLは㸪ᖹᡂ 20ᖺ 3᭶(2009ᖺ)に㛤催された京㒔大学⥲合ᢏ⾡◊✲会㛤催ᚋ㸪京

㒔大学・᭷㤿博人Ặのご尽力により㸪2009ᖺ 4᭶より㛤タされ㐠⏝が㛤始された㸬令和 3ᖺᗘ⌧在㸪Ⓩ㘓⪅
102名(47ᶵ㛵)で㐠営されている㸬 
 ᮏ報告では㸪ᘓ⠏・土ᮌ⣔ᢏ⾡⫋員 MLⓏ㘓⪅向けにᖺᗘ㛤催された㏻⟬㸰回のタぢ学㸦オンライン㸧
内容を⤂介する㸬 
 

2. タぢ学会㸦オンライン㸧について 

2.1 ➨㸯回オンラインタぢ学会 

㛤催᪥ 令和 3ᖺ 9᭶ 17᪥ 14:00㛤始 
分  㔝㸸ィ⏬⣔㸭土ᮌ 
⤂介内容㸸ドライビングシミュレータシステムとクラシカルサーベイインストルメンツ 
報 告 ⪅㸸ᰩᮌ 周㸦京㒔大学㸧 
 
分  㔝㸸ᮦᩱ⣔㸭土ᮌ 
⤂介内容㸸好Ẽᛶᚤ⏕≀(⣡㇋⳦)によるコンクリートの 

㐽塩ᛶ⬟ホ価ヨ㦂ἲの⤂介㸦図㸫㸯㸧 
報 告 ⪅㸸川口 㝯㸦ឡ媛大学㸧 

 
2.2 ➨ 2回オンラインタぢ学会 

㛤催᪥ 令 4ᖺ 3᭶ 9᪥ 14:00㛤始 
分  㔝㸸土㉁⣔㸭土ᮌ 
⤂介内容㸸実㦂室の⤂介 
報 告 ⪅㸸▮㔝 㝯夫㸦京㒔大学㸧㸪ᮌᡞ 㝯之♸㸦助ᩍ㸪京㒔大学㸧 

 

3. コロナ⚝の新しい取り⤌みに㛵して 

コロナ⚝では㸪全国つᶍのᢏ⾡◊✲会は㛤催中Ṇあるいはオンライン㛤催となっている㸬オンライン㛤催

は対㠃㛤催と㐪い㸪㛫や場ᡤを共᭷しないため交ὶの場が少なく㸪参加⪅同士の㛵係が希ⷧになりがちで

ある㸬᭱もᙳ㡪を受けているのが㸪⌧地でのタぢ学や⌧場ぢ学ができないⅬである㸬 
京㒔大学・᭷㤿ẶのごⓎと㐠営により㸪タぢ学や◊✲ᨭ内容の⤂介をオンラインにて㛤催した㸬リ

アルタイムでの⤂介㸪ゎㄝを⪺きながら㸪参加⪅が⋡┤に㉁問を交わすことで㸪⤂介内容の⌮ゎを῝めるこ

とができていた㸬ᫎ像の⏬㉁や㓄信⎔境など㐠営のㄢ㢟もあったが㸪᭷ព⩏な㛫を創出できていたことか

ら㸪今ᚋの⥅⥆をᮇᚅしたい㸬 

図㸫㸯 オンライン報告の⏬㠃 
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愛媛大学工学㒊等技術㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 

 

実㦂・実⩦技⾡◊✲会 2022東京工業大学参加報告 
 

実⩦工場技⾡⌜      内⏣  子㸪⏣中 ṇᾈ 
副技⾡㛗         㙊⏣ ᾈ子       
ᶵ械・⎔境建タ⣔技⾡⌜  川口 㝯        

 
 

主    催㸸国立大学法人東京工業大学オープンファシリティセンター 
研修期㛫㸸令和 4年 3月 3日㸦木㸧㹼3月 4日㸦㔠㸧 

    研修会場㸸オンライン㛤催 
 

1. はじめに 

 実㦂・実習技術研究会は全ての技術分㔝を対㇟にした総合技術研究会が㛤催されていない年度に㛤催され

ている㸬本研究会の目的は㸪全国の国公立大学㸪㧗等専㛛学校㸪大学共同利用機㛵に所属する技術系職員が

業務である実㦂・実習㸪地域㈉献㸪安全⾨生などに㛵する成果や創意工夫について発⾲㸪ウㄽすることで㸪

職員の活発な交流と技術力の向上を図ることである㸬 
 

2. 報告事㡯 

本年度は「広げよう技術職員の㍯」をテーマとして㸪これまで参加していなかった私立大学に所属する技

術職員からも発⾲を募㞟した㸬参加状況は 82の機㛵から合ィ 633名㸦内㸪東京工業大学 83名㸧が参加し㸪
これまでに比べて多くの参加があった㸬 
初日は特別ㅮ演と特別企画が行われた㸬特別ㅮ演では伊東利哉教授による「東工大における D;推㐍㹼情

報基盤整備と業務形態の断捨㞳㹼」が㛤催された㸬東京工業大学が D;を積極的に推㐍している内容であっ
た㸬また㸪オープンファシリティセンターの松㇂晃宏㒊㛛㛗による「科学技術分㔝の文㒊科学大臣⾲彰研究

支援㈹を受㈹して」は㸪技術職員の技術的な支援の成果をホ価されて受㈹に至った内容であった㸬 
発⾲は 9分㔝にわたって 71件の発⾲が行われた㸬発⾲内容は実㦂・実習を中心に㸪安全⾨生や社会㈉献な

どのこれまでの分㔝に加えて㸪新たにコロナウイルス対策の分㔝がタけられた㸬㉁疑応答でも㸪感染症対策

やその影㡪についての㆟ㄽが多くなされており㸪㛵心の㧗さが感じられた㸬 
今年度は感染症対策のため㸪=RRP を利用したオンライン形式での㛤催となり㸪発⾲はリアルタイム型で

行われた㸬発⾲セッション㛫の休憩では㸪発⾲毎にブレイクアウトルームが㛤タされ㸪時㛫内に収まらなか

った㉁疑応答や情報交換に利用された㸬 
また㸪オンライン形式のㄢ㢟である参加者のコミュニケーションの場として㸪SODFN㸦無償版㸧が用意され

た㸬ワークスペースへの参加は任意であり㸪発⾲時㛫を㉸㐣した㉁疑応答や情報交換に利用された㸬内容は

研究会終了後も数日㛫は確ㄆすることができた㸬この取り組みは㸪主催の東京工業大学が D;を推㐍してお
り㸪そのヲ細は特別ㅮ演で紹介されたが㸪学内での情報の一元化に SODFNと BR[を利用している実績からヨ
行に至ったと思われる㸬新しい事にも意欲的に取り組まれた㸪参加者が交流しやすいように㓄慮された研究

会であった㸬 
 

3. おわりに 

本研究会は全国の教育・研究機㛵から多くの技術職員が参加している㸬他機㛵での実㦂・実習の内容や実

施方法の工夫など㸪新たな知ぢを得られる機会である㸬報告者も自らの業務に㛵㐃する発⾲を聞き㸪安全対

策や㐲㝸化への取り組みなど㸪さまざまな知ぢを得ることができた㸬 
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ឡ媛大学工学㒊➼ᢏ⾡㒊ά動報告㞟 VRO.21(2021) 

 

令和３年度中国・四国地区国立大学法人等 
技術職員代表者会議報告 

 
技術長 宮田 晃 
副技術長 重松 和恵 
副技術長 鎌田 浩子 

工学共通技術班 十河 基介 
 

主    催㸸国❧大学ἲ人ᚨ島大学 
㛤催ᮇ㛫㸸令和 4年 3᭶ 9᪥㸦Ỉ㸧 

    㛤催場ᡤ㸸MLcURVRIW TeaPVによるオンライン㛤催 
 

1. はじめに 

 中国・四国地区の国❧大学ἲ人および⊂❧⾜ᨻἲ人国❧㧗➼専㛛学ᰯᶵᵓにᡤ属するᩍ室⣔ᢏ⾡⫋員のㅖ

問㢟を協㆟するᮏ代⾲⪅会㆟は㸪年ᗘはコロナウイルスឤᰁᣑ大㜵Ṇのため中Ṇとなったが㸪今年ᗘはオ

ンラインで㛤催された㸬14回┠の㛤催となる今回は㸪23ᶵ㛵からの参加があった㸬 
 

2. 議題および協議内容 

2.1 報告 

1. 令和 3年ᗘᢏ⾡⫋員◊修報告 

ᚨ島大学・⋢㇂Ặより㸪⾲グ◊修の実≧ἣについて報告があった㸬 

2. 令和 3年ᗘᢏ⾡⫋員⤌⧊マネジメント◊✲会報告 

㜿南工ᴗ㧗➼専㛛学ᰯ・ᮌ原Ặより㸪⾲グ◊✲会の実≧ἣについて報告があった㸬 

2.2 議題 

1. 令和 4年ᗘ◊修➼について 

 㫽取大学・三㇂Ặより㸪令和 4年ᢏ⾡⫋員◊修及びマネジメント◊✲会について㸪対㠃㛤催を予定してい

るがコロナウイルスのឤᰁ≧ἣによってはオンライン㛤催の可⬟ᛶがある᪨ㄝ᫂があった㸬 

2. 今ᚋのᢏ⾡⫋員◊修及びマネジメント◊✲会㸪代⾲⪅会㆟の㛤催᪉ἲについて 

 ᚨ島大学・⋢㇂Ặよりᥦ㆟があり㸪国大協からの᳨ウ依㢗の内容の再☜ㄆ㸪問㢟ⅬのὙい出し㸪他地区の

≧ἣのㄪᰝを含め㸪⥅⥆審㆟とした㸬 

3. 令和 4年ᗘの㆟㛗・副㆟㛗の㑅出について 

 令和 4年ᗘ㆟㛗には㫽取大学・三㇂Ặ㸪副㆟㛗には⡿子工ᴗ㧗➼専㛛学 ・ᰯᯇᮏẶが㑅出されᢎㄆをᚓた㸬 

副㆟㛗について㸪㆟㢟 4に基づき㤶川大学・ᯇᮏẶ㸪㤶川工ᴗ㧗➼専㛛学ᰯル㛫・ᮧ上Ặも㑅出された㸬 

4. 㐠営⤌⧊のᨵṇについて 

 㤶川大学・ᯇᮏẶより㸪代⾲⪅会㆟せ㡯のᨵṇ㸦㆟㛗による副㆟㛗の任命㸧及び副㆟㛗の㑅任についてᥦ

㆟があり㸪ḟ回の中国・四国地区国❧大学ἲ人➼ᢏ⾡⫋員◊修㸪同マネジメント◊✲会㸪同代⾲⪅会㆟の㐠

営から㐺⏝することがᢎㄆされた㸬 

2.3 その他 

1. 中国・四国地区における⥲合ᢏ⾡◊✲会に対しての᳨ウ᪉㔪について 

 ឡ媛大学・十ἙẶより㸪中国・四国地区における⥲合ᢏ⾡◊✲会に対しての᳨ウ᪉㔪についてᥦ㆟が 

あった㸬ᮏ協㆟の取ᢅいについては中国・四国地区での協力体制を⥅⥆審㆟し㸪代⾲⪅会㆟メーリング 

リストを⏝いてアンケートを実することとした㸬 
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謝辞：ᮏ会㆟に参加するにあたり㸪主催ᰯのᚨ島大学㸪そしてᮏ学の事務ㄢ㛵係各位に便宜を図っていただ

いたことに対しឤㅰいたします㸬 

38



 

২ᘐᢿᚡȷإԓሁ 

39



愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 Vol.21(2021) 

技術㒊概要 
 

 愛媛大学工学㒊は㸪技⾡⫋員問㢟᳨ウ㒊会㸦㒊会⏦合せ平成2年2᭶1日施⾜㸧をタ⨨し㸪技⾡⫋員の

⤌⧊化についての᳨ウを⾜い㸪「愛媛大学教室⣔技⾡⫋員の⤌⧊➼に㛵する取扱せ㡯」に基づいて平

成6年10᭶1日に「愛媛大学工学㒊技⾡⫋員⤌⧊内つ」を制定㸪工学㒊技⾡㒊が⤌⧊された㸬当初㸪技

⾡㒊は㸪ᶵᲔ工学技⾡⌜㸪㟁Ẽ㟁子・情報工学技⾡⌜㸪土ᮌᾏὒ工学技⾡⌜㸪化学・ᮦ料工学技⾡⌜

の4⌜でᵓ成された㸬 

 平成8年4᭶の学⛉改⤌に伴い㸪土ᮌᾏὒ工学技⾡⌜は⎔境建タ工学技⾡⌜に㸪化学・ᮦ料工学技⾡

⌜は応⏝化学・ᶵ⬟ᮦ料工学技⾡⌜に名⛠が変更された㸬それとともに㸪新たに実⩦工場技⾡⌜が加

わり㸪工学㒊技⾡㒊は5⌜35名でᵓ成された㸬 

 平成13年4᭶1日からは㸪教⫱学㒊㸪⌮学㒊及び学内共同施タ㸦ᶵ器分ᯒセンター㸪⥲合情報処⌮セ

ンター㸧の技⾡⫋員が⮬↛⛉学⣔技⾡⌜として加わり㸪6⌜43名に⤌⧊が拡大され㸪名⛠も工学㒊➼技

⾡㒊と変更された㸬 

 平成13年7᭶には㸪技⾡㒊の円な㐠営を┠ⓗとして㸪「愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊技⾡⫋員⤌⧊内

つ」に基づき㸪技⾡㒊⤌⧊に㛵する『工学㒊➼技⾡㒊㐠⏝取りỴめ』を定め㸪⫋務の㐙⾜に努めてい

る㸬  

 平成16年4᭶㸪国❧大学ἲ人ἲに基づき㸪国❧大学ἲ人愛媛大学がタ❧された㸬技⾡㒊では㸪✚ᴟⓗ

に教⫱・◊✲支援に必せな㈨᱁の取得やㅮ⩦会➼を⾜い㸪また㸪♫会のニーズと変化に対応するため

に✀々の◊修や各分㔝での専㛛技⾡・技⬟の向上を┠指し㸪日々◊㛑を✚んでいる㸬 

 平成17年6᭶から技⾡㒊では㸪ᴗ務の効⋡化や支援の強化を図るためにᴗ務⟶⌮室㸦工学⣔㸧をタけ㸪これ

までの学⛉ᴗ務に加えて学㒊や他学⛉からの依㢗ᴗ務に対応できる体制を整えた㸬 

平成20年4᭶には㸪⮬↛⛉学⣔技⾡⌜にἢ岸⎔境⛉学◊✲センターの技⾡⫋員が新たに加わり㸪工

学⣔においてはᶵᲔ⣔技⾡⌜と⎔境建タ⣔技⾡⌜が⤫合されてᶵᲔ・⎔境建タ⣔技⾡⌜となり㸪㟁Ẽ

㟁子・情報⣔技⾡⌜㸪化学・ᮦ料⣔技⾡⌜㸪実⩦工場技⾡⌜㸪⮬↛⛉学⣔技⾡⌜の5⌜37名の⤌⧊ᵓ成

となった㸬 

平成31年4᭶1日㸪工学㒊改⤌に基づき㸪工学共㏻技⾡⌜が新タされた㸬⌧在の工学㒊➼技⾡㒊は㸪ᴗ務⟶

⌮室3名㸪ᶵᲔ・⎔境建タ⣔7名㸪㟁Ẽ㟁子・情報⣔6名㸪化学・ᮦ料⣔5名㸪実⩦工場技⾡⌜4名㸪工学

共㏻技⾡⌜5名㸪⮬↛⛉学⣔技⾡⌜13名のィ43名の⤌⧊ᵓ成となっている㸬 
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 
 

業務⟶⌮室㸦工学⣔㸧報告 

業務⟶⌮室㸦工学⣔㸧 

 
工学㒊や工学㒊の各学科への技⾡支援を⾜うために「業務⟶理室㸦工学⣔㸧」が平成 17 年度からタ⨨され

ている㸬令和 3 年度の依㢗業務 11 件であった㸬業務の㡯目を「教⫱㺃研究支援」「⟶理㺃㐠営支援」「社会㈉

献」「安全㺃⾨生」に分けた割合を図㸫㸯に示す㸬 
「教⫱㺃研究支援」としては㸪教⫱に㛵㐃するデータ処理を始めとして㸪ㅮ⩏や研究における技⾡指導㸪

⨨・器具の〇作➼があげられる㸬また㸪学㒊⾜事の受付・ㄏ導業務➼も⾜なっている㸬  
「⟶理㺃㐠営支援」としては㸪工学㒊 HP・学内の機構及びセンター➼の HP の作成・⥔持・⟶理㸪工学㒊

が⟶理している教室の予⣙システムの新つ作成・⥔持・⟶理がある㸬また㸪広報活動に㛵わる業務㸪学内 LAN
タ備のㄪ査・保守➼も⾜なっている㸬 

「安全・⾨生」としては㸪✵気環境や水㉁ㄪ査㸪㧗圧ガスボンベ⟶理㸪PCB ⟶理㸪3 ヶ月毎に⾜うフロン

ガス機器の⡆易点検グ㘓⡙の作成➼がある㸬 
「社会㈉献」としては㸪県内の㧗校生を対㇟とした体㦂ㅮ座の指導➼を⾜なっている㸬 
 

 
図㸫㸯 依㢗業務の割合 

 
 

⟶理㺃㐠営

教⫱㺃研究

安全㺃⾨生

社会㈉献
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愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊活動報告㞟 9RO.21(2021) 

 
 

 

技術研修グ㘓 
 
 
 本学工学㒊➼技⾡㒊技⾡⫋員が㸪これまでに受ㅮしたもののうち㸪実施年度が最㏆のもの11件を♧す㸬 
 
 
(1) 平成24年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦㟁気㟁子・情報⣔㸧H24.8.29㹼8.31 
(2) 平成25年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦機械㸪生物・生命㸧H25.8.28㹼8.30 
(3) 平成26年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦㎰学㸪㟁気・㟁子㸧H26.8.27㹼8.29 
(4) 平成26年度愛媛大学技⾡・技⬟⫋員◊修㸦㟁気㟁子・情報⣔㸪化学・材料⣔㸧H26.9.4㹼9.5 
(5) 平成27年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦土木・建⠏⣔㸪化学・材料⣔㸧H27.9.2㹼9.4 
(6) 平成28年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦物㉁工学⣔㸪生物・生命⣔㸧H28.8.24㹼8.26 
(7) 平成28年度愛媛大学技⾡・技⬟⫋員◊修㸦機械・環境建タ⣔㸧H28.9.8㹼9.9 
(8) 平成29年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦機械⣔・情報⣔㸧H29.8.30㹼9.1 
(9) 平成30年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦情報⣔㸪生物・生命⣔㸪㎰学⣔㸧H30.8.29㹼8.31 
(10) 2019年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦機械⣔㸪生物・生命⣔㸪物理・化学⣔㸧R1.8.28㹼8.30 
(11) 令和3年度中国・四国地区国❧大学法人➼技⾡⫋員◊修㸦㟁気・㟁子⣔㸪土木・建⠏⣔㸪情報⣔㸧R3.8.25㹼8.27 
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ឡ媛大学ᕤ学㒊➼ᢏ⾡㒊ά動報告㞟 Vol.21(2021) 

 

外部資金の交付申請ならびに採択課㢟 
 
 ឡ媛大学ᕤ学㒊➼ᢏ⾡㒊のᢏ⾡⫋員は㈨㉁向上を┠ⓗとして㸪外㒊㈨㔠の交付⏦ㄳを⾜なっている㸬ᖹᡂ

22㹼令和 3ᖺᗘ⛉学◊✲㈝⿵助㔠㸦奨励◊✲㸧の⏦ㄳ件ᩘおよび᥇ᢥ件ᩘは⾲㸫㸯のとおりである㸬 
 
 

◊✲ᖺᗘ ⏦ㄳ件ᩘ※ ᥇ᢥ件ᩘ 

ᖹᡂ 22ᖺᗘ 13 3 

ᖹᡂ 23ᖺᗘ 11 2 

ᖹᡂ 24ᖺᗘ 5 1 

ᖹᡂ 25ᖺᗘ 5 1 

ᖹᡂ 26ᖺᗘ 6 3 

ᖹᡂ 27ᖺᗘ 8 0 

ᖹᡂ 28ᖺᗘ 5 0 

ᖹᡂ 29ᖺᗘ 5 1 

ᖹᡂ 30ᖺᗘ 7 3 

令和元ᖺᗘ 4 1 

令和 2ᖺᗘ 3 0 

令和 3ᖺᗘ 2 0 

※ ⏦ㄳᮇは◊✲ᖺᗘの前ᖺᗘ 

 
【その他の外㒊㈨㔠㸦令和㸱ᖺᗘ㸧】 
一⯡㈈団ἲ人 㟁力中央◊✲ᡤ㸦共同◊✲㸧 
「㡢㡪≉ᛶの␗なるコンクリートヨ㦂体の〇作」 

㸦◊✲分ᢸ⪅㸧ᶵᲔ・⎔境ᘓタ⣔ᢏ⾡⌜ 川口 㝯 
 
 

 

 

⾲㸫1 ⛉学◊✲㈝⿵助㔠㸦奨励◊✲㸧の⏦ㄳ件ᩘおよび᥇ᢥ件ᩘ 

43



愛媛大学工学部等技術部活動報告集 Vol.21(2021) 

 

㈨格取得・講習修了者記㘓 
 
工学部等技術部では，技術職員の資質向上を目指して，積極的な資格取得を奨励している㸬現在までの資格取得者は

次のとおりである㸬 
 

表㸫㸯 資格取得一覧 
 

資格・講習 人数 資格・講習 人数 

CAD利用技術者1級 2 CAD利用技術者2級 1 
㸱次元CAD利用技術者㸯級 2 ガス溶接技能講習 9 
㸱次元CAD利用技術者㸰級 1 自由研削砥石の取替等の業務特別教育 10 
アーク溶接等の業務特別教育 10 機械研削砥石の取替等の業務特別教育 4 
二級ボイラー技士 3 電気工事士 1 
第二種電気工事士 7 エネルギー管理講習 1 
工事担任者 アナログ第三種 1 高圧ガス製造保安責任者乙種化学 2 
エックス線作業主任者 2 第一種作業環境測定士（粉じん） 1 
環境計量士（濃度関係） 1 特別管理産業廃棄物管理責任者 3 
建築物環境衛生管理技術者 2 衛生工学衛生管理者 5 
第一種衛生管理者 21 危険物取扱者 甲種 4 
甲種防火管理講習 2 危険物取扱者 乙種 第2類 1 
危険物取扱者 乙種 第1類 2 危険物取扱者 乙種 第4類 6 
危険物取扱者 乙種 第3類 2 危険物取扱者 乙種 第6類 2 
危険物取扱者 乙種 第5類 2 木材加工用機械作業主任者 1 
劇物毒物取扱責任者 1 第二種情報処理技術者 2 
情報処理技術者（基本情報技術者） 3 初級システムアドミニストレータ 4 
情報処理技術者 
（情報セキュリティスペシャリスト） 

3 情報処理技術者試験 
（テクニカルエンジニア（ネットワーク）） 

1 

情報処理技術者 
（データベーススペシャリスト） 

1 UMLモデリング技能認定試験L1 1 

画像情報技能検定CG部門3級 1 第二級海上特殊無線技士 2 
福祉住環境コーディネーター2級 1 第三級海上特殊無線技士 2 
第一級陸上特殊無線技士 1 測量士補 1 
潜水士 1 一級小型船舶操縦士 2 
フォークリフト運転技能講習 1 玉掛技能講習 1 
ファイナンシャル・プランニング技能士3級 1 5t未満クレーン特別教育 1 
ソフトウェア開発技術者 1 第1種放射線取扱主任者 2 
特定第⼀種圧⼒容器作業主任者 2 4級アマチュア無線技士 2 

レーダー級海上特殊無線技猓 1 放射線取扱主任者講習 1 
健康管理士一般指導員 1 健康管理能力検定1級 1 

 
 

【令和3年度】 

  十河 基介 （工学共通技術班）  甲種防火管理講習 

  武市 有莉 （化学・材料系技術班） 危険物取扱者 乙種 第4類 

  越智 雅人 （電気電子・情報系技術班） 第一種衛生管理者 

  新谷 公平 （電気電子・情報系技術班） 第一種衛生管理者 
  正木 宏典 （工学共通技術班）  第一種衛生管理者 
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この度㸪愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 Vol.21 をⓎ⾜するはこびとなりました㸬ᮏ報告㞟は㸪

技⾡Ⓨ⾲㸪技⾡㒊委員会㸪各✀◊修㸪技⾡交ὶなど㸪技⾡㒊のά動内容をまとめたものです㸬 

今年度は㸪前年に引き⥆きコロナ⚝の影㡪で㸪⛉学体㦂フェスティバルは実されないなど⾜事が

一㒊制㝈を受けましたが㸪技⾡Ⓨ⾲会はオンラインで実され㸪他大学㸦徳島大学㸪㤶川大学㸧の技

⾡⫋員を含め㸪7 件のⓎ⾲が⾜われました㸬  

また㸪ά動報告㞟については㸪投✏᭩式を一㒊ぢ┤し㸪動⏬掲㍕の㡯┠を㏣加することで㸪リンク

から動⏬を再⏕することができるようになりました㸬 

技⾡⫋員のᴗ務は㸪教⫱・◊✲の技⾡支援をはじめ多岐にわたりますが㸪ᮏά動報告㞟が㸪技

⾡㒊のά動に対するⓙᵝ᪉のご⌮ゎを῝める一助になれば幸いです㸬 

᭱後に㸪ᮏ報告㞟をⓎ⾜するにあたり㸪多大なご支援をいただきました㧗ᶫ 寛技⾡㒊㛗㸪3 ᭶にご

㏥⫋されたἨ ⣖Ụ前工学㒊事務ㄢ㛗をはじめ工学㒊各位と㸪原✏の執➹➼でᵝ々なご協力をいただき

ました技⾡㒊各位に῝く御♩⏦し上げます㸬 
 

2022年 7 ᭶  

 

 

 

愛媛大学工学㒊➼技⾡㒊ά動報告㞟 ⦅㞟委員会 

 

 委 員 㛗 徳Ọ ㈼一 㸦ᶵᲔ・⎔境建タ⣔技⾡⌜㸧 

 副 委 員 㛗 ⸨岡 ᫀ  㸦化学・ᮦᩱ⣔技⾡⌜㸧 

 委 員 ㉺ᬛ 㞞人 㸦㟁Ẽ㟁子・情報⣔技⾡⌜㸧 

 委 員 ṇᮌ 宏典 㸦工学共㏻技⾡⌜㸧 

 委 員 内⏣  子 㸦実⩦工場技⾡⌜㸧 

 委 員 㛗㇂川 倫之 㸦⮬↛⛉学⣔技⾡⌜㸧 

  

45



 

愛媛大学工学㒊等技術㒊 活動報告㞟 Vol.21㸦2021㸧 
 

発行日  令和 4年 7月 

発 行  愛媛大学工学㒊等技術㒊 

〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3番 

URL㸸http://ZZZ.tec.ehime-X.ac.jp/ 
E-mail㸸hens\X@tec.ehime-X.ac.jp 

編 㞟  愛媛大学工学㒊等技術㒊編㞟委員会 

46

http://www.tec.ehime-u.ac.jp/
mailto:hensyu@tec.ehime-u.ac.jp

